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昨
年
の
御
嶽
山
の
噴
火
に
続
い
て

今
年
も
箱
根
大
涌
谷
や
口
永
良
部
島

の
噴
火
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
小
笠

原
諸
島
を
震
源
と
す
る
Ｍ
８
・
１
と

い
う
大
き
な
地
震
も
発
生
い
た
し
ま

し
た
。
東
南
海
大
地
震
を
想
定
し
た

大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
が
昭

和
53
年
に
制
定
さ
れ
て
以
来
、
地
震

計
の
設
置
、
地
震
の
起
き
る
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
解
明
、
建
物
の
耐
震
化
工
事

な
ど
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
残
念
な

が
ら
ま
だ
何
時
、
ど
こ
で
、
ど
の
く

ら
い
の
大
き
さ
で
地
震
が
発
生
す
る

か
と
い
う
こ
と
は
予
測
で
き
な
い
状
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青
山
同
窓
会
会
長

長
谷
川　

義
明
（
61
回
）　　
　
’53
卒

況
で
す
。
地
球
内
部
の
状
況
変
化
に

対
す
る
研
究
や
観
測
体
制
そ
し
て
命

や
生
活
を
守
る
地
震
対
策
を
充
実
さ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に

自
分
の
安
全
は
自
分
で
守
る
心
構
え

が
大
切
と
感
じ
ま
す
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
て
か

ら
70
年
も
経
過
し
て
お
り
ま
す
が
、

い
ま
だ
世
界
に
は
数
々
の
戦
闘
状
態

が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ
ん
。宗
教
間
の
、

あ
る
い
は
民
族
間
の
激
し
い
戦
闘
が

あ
る
一
方
独
立
を
求
め
、
あ
る
い
は

領
土
を
争
う
戦
闘
も
続
い
て
居
り
ま

す
。
小
民
族
が
抑
圧
さ
れ
た
状
態
で

他
民
族
の
支
配
下
に
あ
る
地
域
の
存

在
な
ど
を
考
え
る
と
、
紛
争
の
種
は

つ
き
る
こ
と
が
無
い
の
で
は
と
思
え

る
ほ
ど
で
す
。
わ
が
国
も
集
団
的
自

衛
権
の
行
使
を
巡
っ
て
国
会
で
厳
し

い
対
立
が 

あ
り
ま
す
が
、
基
本
は

自
分
の
国
は
自
分
で
守
る
と
い
う
こ

と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

一
方
国
内
で
は
限
界
集
落
な
ど
と

呼
ば
れ
て
地
域
の
存
立
が
危
ぶ
ま
れ

る
地
域
が
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。

実
際
、
集
落
の
伝
統
行
事
が
出
来
な

く
な
る
と
か
、
集
落
自
体
が
存
立
で

き
な
く
な
る
事
態
が
生
じ
て
い
ま

す
。
数
百
年
も
続
い
た
集
落
が
消
滅

す
る
の
で
す
。
生
活
は
近
代
化
し
て

便
利
に
な
り
、
交
通
手
段
も
発
達
し

て
い
る
の
に
集
落
の
維
持
す
ら
出
来

な
く
な
る
の
で
す
。
か
つ
て
は
遠
く

離
れ
た
僻
地
で
も
自
給
自
足
で
生
活

が
成
り
立
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
若

者
の
流
出
な
ど
に
よ
り
今
で
は
生
活

能
力
も
生
活
共
同
体
と
し
て
の
地
域

の
力
も
欠
落
し
て
来
て
い
る
の
で

し
ょ
う
。
一
方
都
会
の
真
ん
中
で
も

放
置
さ
れ
た
危
険
空
き
家
対
策
が
求

め
ら
れ
、
孤
独
死
な
ど
の
社
会
問
題

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
隣
組
や
町
内

会
な
ど
の
地
域
の
生
活
共
同
体
の
崩

壊
が
起
き
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
携

帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
発
達
が

個
人
や
地
域
に
と
っ
て
便
利
な
情
報

提
供
手
段
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
一

方
で
思
い
が
け
な
い
犯
罪
の
手
段
に

使
わ
れ
、
国
際
的
な
犯
罪
の
手
段
に

今年も新潟高校卒業生で、各界でご活躍の方々から講演をして頂きます。
皆様のお越しを心からお待ち申し上げております。 　　　　　　　　　

青 山 学 術 文 化 講 演 会

 開 催 日 　10月 31 日（土） 13：30 ～ 16：00

 会　　場 　新潟県立新潟高等学校　視聴覚ホール
　　　　　　・駐車場はありません
　　　　　　・�スリッパの数が限られています。
　　　　　　　なるべく「上履き」をお持ちください。

 定　　員 　400 名
　　　　　　（一般市民の方々にも聞いていただきます）

 参 加 費 　無料

 お申し込み方法 　
　�当日、直接お出でください。当日は満席になり次第締

め切らせていただきます。

 お問い合わせ 
　青山同窓会事務局　電話・FAX　025-266-5268
　　　　　　　　　　E-mail　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

 講演予定者 

鈴木　正之さん（67回卒）

名古屋大学名誉教授、ハルビン工業大学客員教授

演　題   「�航空宇宙の中心技術 
―制御システム工学について」

航空機やロケットの飛行の安定や安全性を支えている
制御システム工学について解説し、さらにこの技術の
波及が私達の生活全般に及ぼす深刻な影響、特に安全
の問題について考えます。

金巻　栄作さん（84回卒）

創業明治 4 年 株式会社金巻屋代表取締役社長

演　題   「�和菓子は我が師」
「美しさ」「美味しさ」の他に「心」を持つ和菓子。そ
の意匠は日本人の美意識と深い関わりがあります。新
潟の文化を写したお菓子や、その生まれる過程など、
和菓子の魅力をお伝えしたい。
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第  101  号

東
京
青
山
同
窓
会

�

新
人
歓
迎
会
・
講
演
会 　
　

校
内
幹
事　

森　

克
也
（
93
回
）　　’85
卒

　

平
成
27
年
2
月
20
日
（
金
）、
ホ

テ
ル
イ
タ
リ
ア
軒
に
て
青
山
同
窓
会

新
年
会
が
開
催
さ
れ
、
平
日
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
１
０
０
名
を
超
え
る
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

始
め
に
、
長
谷
川
義
明
同
窓
会
会

長
（
61
回
）
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
、

本
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
が
進
み
、
本
年
度

も
特
別
教
室
等
に
移
動
式
電
子
黒
板

が
導
入
さ
れ
、
よ
り
よ
い
環
境
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

続
い
て
、
草
間
俊
之
校
長
よ
り
、

導
入
さ
れ
た
移
動
式
電
子
黒
板
に
関

す
る
感
謝
が
述
べ
ら
れ
、
年
度
末
で

受
験
に
向
か
い
努
力
す
る
3
年
生
の

姿
や
新
高
校
入
試
に
つ
い
て
本
校
の

　

６
月
19
日（
金
）Ａ
Ｎ
Ａ
イ
ン
タ
ー

コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
に
お

い
て
、
123
回
生
を
迎
え
、
東
京
青
山

同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
東
京
青
山
同
窓
会
か
ら
58
名
、

123
回
生
が
20
名
、
新
潟
か
ら
は
長
谷

川
義
明
会
長
（
61
回
）、
富
山
修
一

幹
事
長
（
75
回
）、
新
潟
高
校
よ
り

２
名
の
職
員
、
校
内
幹
事
森
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
原
茂
樹
さ
ん
（
90
回
）

の
司
会
で
開
会
し
ま
し
た
。
猪
口
孝

東
京
青
山
同
窓
会
会
長
（
70
回
）、

長
谷
川
義
明
会
長
よ
り
御
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
旧
３
学
年
の
学
年

部
長
で
あ
っ
た
永
村
邦
栄
教
諭
か
ら

は
青
山
同
窓
生
の
皆
様
へ
の
感
謝
が

伝
え
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
潟

県
教
育
庁
文
化
行
政
課
世
界
遺
産
登

録
推
進
室
室
長
の
北
村
亮
様
か
ら

「
佐
渡
金
銀
山
の
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
て
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。
佐
渡
全
島
に
金
銀
の
鉱
山
に

ま
つ
わ
る
史
跡
が
あ
り
、
そ
の
文
化

的
価
値
の
高
さ
、
経
年
変
化
が
進
む

史
跡
の
保
存
に
尽
力
し
て
い
る
様
子

を
御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
読
売
広
告
大
賞
で
準
グ

ラ
ン
プ
リ
を
受
賞
し
た
畑
山
雅
俊
さ

平
成
27
年 

青
山
同
窓
会
新
年
会
報
告

北
畑
雄
一
郎
（
108
回
）　　’00
卒

求
め
る
生
徒
像
に
つ
い
て
、
ま
た
、

女
子
生
徒
の
制
服
化
に
つ
い
て
の
話

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、篠
田
昭
新
潟
市
長
（
75
回
）

が
新
潟
市
が
15
年
か
ら
17
年
東
ア
ジ

ア
文
化
都
市
に
選
ば
れ
た
こ
と
や
、

農
業
戦
略
特
区
と
し
て
地
域
と
の
連

携
で
小
学
生
に
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
学
力
が
向
上
し

た
と
い
う
お
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
最
年
長
で
あ
る
前
会
長

の
上
村
光
司
さ
ん
の
ご
発
声
で
乾
杯

と
な
り
、
そ
の
後
公
務
で
遅
れ
て
い

た
衆
議
院
議
員
の
石
崎
徹
さ
ん
（
110

回
）
が
到
着
さ
れ
、
2
期
目
の
当
選

の
御
礼
と
地
方
創
生
に
対
す
る
意
気

込
み
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

ん
（
117
回
）
が
恒
例
の
新
人
コ
ー
ル

を
行
い
、
今
回
の
新
人
参
加
者
20
名

が
登
壇
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
123
回

生
の
代
表
、
目
黒
晶
行
さ
ん
が
返
礼

の
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
懇
親
会
は
、
宮
本
真
理
子

さ
ん
（
120
回
）
が
司
会
を
担
当
し
、

小
村
幸
久
さ
ん
（
59
回
）
の
御
発
声

で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
東
京

青
山
同
窓
会
の
皆
様
は
旧
交
を
温

め
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
、
近
況

を
伝
え
合
い
ま
し
た
。
こ
の
春
上
京

し
た
123
回
生
は
少
し
新
潟
が
恋
し
く

な
っ
て
き
た
頃
で
あ
り
、
永
村
前
３

学
年
部
長
や
在
学
時
の
担
任
で
あ
っ

た
古
澤
俊
明
教
諭
（
88
回
）
と
歓
談

が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
佐
藤

信
秋
参
議
院
議
員
（
74
回
）
か
ら
は

新
人
に
向
け
激
励
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
後
再
度
新
人
20
名
が

笑
顔
溢
れ
て
登
壇
。
島
津
孝
さ
ん

（
84
回
）
が
旧
制
校
歌
を
、
本
間
遼

さ
ん
（
123
回
）
が
新
制
校
歌
を
リ
ー

ド
し
、
高
ら
か
に
斉
唱
し
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
は
丈
夫
。
星
野
紹
英
さ

ん
（
84
回
）
と
山
田
謙
介
さ
ん
（
123

回
）
が
音
頭
を
と
り
、
大
合
唱
で
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
新
人

す
ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
実
に
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
と

い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の

問
題
の
解
決
に
向
け
て
は
、
結
局
は

共
同
体
を
構
成
し
て
い
る
個
々
の

「
自
立
」
が
基
本
で
あ
り
、
自
己
責

任
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
多
い

こ
と
が
分
り
ま
す
。

　

自
然
界
の
生
物
と
同
様
に
人
間
も

自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
と
い

う
基
本
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
若
者
に
と
っ
て
も
高
齢
者

に
と
っ
て
も
こ
の
原
則
は
大
切
な
こ

と
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
自
分
の
出
来

な
い
こ
と
を
他
人
様
の
お
蔭
で
助
け

て
頂
い
て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
き
感

謝
の
気
持
ち
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
益
々
国
際
化
は
進
み

ま
す
。
世
界
の
俊
秀
達
と
競
っ
て
研

究
開
発
を
深
め
、
安
全
を
強
化
し
、

国
際
的
な
平
和
共
存
を
可
能
に
す
る

知
恵
を
創
造
す
る
こ
と
が
若
者
に
期

待
さ
れ
ま
す
。
青
山
同
窓
生
に
も
多

く
の
分
野
で
国
際
的
に
活
躍
し
、
世

界
そ
し
て
日
本
の
将
来
を
担
う
人
材

が
育
つ
こ
と
を
期
待
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
企
画
さ
れ
た
ア

ピ
ー
ル
タ
イ
ム
で
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
の
南

場
智
子
さ
ん
（
89
回
）
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
（
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
な
ど
で
盛
り

上
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
の
青

山
同
窓
会
の
活
躍
を
耳
に
し
、
す
ば

ら
し
い
企
画
と
な
り
ま
し
た
。
世
代

を
超
え
て
親
交
を
深
め
、
楽
し
い
歓

談
が
続
き
ま
し
た

　

最
後
に
渡
辺
政
次
さ
ん
（
86
回
）

の
リ
ー
ド
に
よ
る
参
加
者
全
員
の
丈

夫
の
斉
唱
が
あ
り
、
砂
田
徹
也
副
会

長
（
81
回
）
の
締
め
で
、
大
盛
況
の

同
窓
会
新
年
会
が
お
開
き
と
な
り
ま

し
た
。

歓
迎
会
を
企
画
、
運
営
し
て
く
だ

さ
っ
た
東
京
青
山
同
窓
会
の
皆
様
、

世
代
を
超
え
て
新
人
を
激
励
し
、
温

か
く
迎
え
て
く
だ
さ
っ
た
参
加
者
の

皆
様
に
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

大
学
生
活
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
、
新

し
い
環
境
に
慣
れ
た
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
と
き

に
開
催
し
て
い
た
だ
き
、
新
人
た
ち

に
と
っ
て
心
が
温
ま
る
ひ
と
と
き
で

あ
っ
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
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平
成
27
年
２
月
28
日
（
土
）
14
回

目
と
な
る
関
西
青
山
同
窓
会
が
、

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
ホ
テ
ル
大
阪
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

新
潟
か
ら
長
谷
川
義
明
青
山
同

窓
会
会
長
（
61
回
）
及
び
校
内
幹

事
櫻
井
麻
利
子
教
諭
（
94
回
）
を

迎
え
、
61
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

前
回
に
較
べ
10
名
程
増
え
喜
ば
し

い
限
り
で
し
た
。

　

伊
藤
洋
介
君
（
83
回
）
の
司
会
で
、

最
初
に
最
年
長
で
あ
る
青
木
久
馬
さ

ん
（
59
回
）
よ
り
開
催
の
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
、
新
潟
弁
を
し
ゃ
べ
れ
る

唯
一
の
こ
の
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

る
と
の
関
西
青
山
会
な
ら
で
は
の
ご

挨
拶
で
し
た
。

　

今
年
の
講
演
は
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
・

ゼ
ネ
ラ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
で
現
在

は
近
畿
大
学
総
合
社
会
学
部
の
横
山

隆
晴
教
授
（
79
回
）
に
お
願
い
致
し

ま
し
た
。
経
歴
か
ら
、
さ
ぞ
や
高
校

時
代
か
ら
優
秀
だ
っ
た
だ
ろ
う
と
想

像
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
意
外
で
、

３
年
時
の
成
績
は
、
４
６
０
名
中

４
５
９
番
目
で
、
卒
業
で
き
た
の
が

奇
跡
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
か
っ
た

と
の
ご
本
人
の
述
懐
で
し
た
。
講
演

の
題
目
は
“
大
切
な
こ
と
は
す
べ
て

新
潟
高
校
が
教
え
て
く
れ
た
”
で
し

た
が
、
横
山
さ
ん
な
ら
で
は
の
お
話

関
西
青
山
同
窓
会
開
催

島
田　

茂
（
83
回
）　　’75
卒

で
、
場
内
を
唖
然
？
と
爆
笑
の
渦
に

巻
き
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

　

楽
し
い
講
演
の
後
は
清
野
坦
さ

ん
（
64
回
）
の
音
頭
で
乾
杯
し
、

歓
談
と
な
り
ま
し
た
。

現
役
大
学
生
５
名
の
自

己
紹
介
の
後
、
新
潟
の

長
谷
川
会
長
よ
り
ご
挨

拶
を
頂
き
、
本
部
で
の

青
山
同
窓
会
の
新
年
会

の
盛
会
と
青
山
学
術
文

化
講
演
会
に
於
い
て
は

母
校
の
多
彩
な
人
材
か

ら
講
演
を
行
っ
て
も
ら

い
毎
回
盛
会
と
の
お
話

で
し
た
。
櫻
井
校
内
幹

事
か
ら
は
母
校
の
近
況

と
し
て
、
特
に
女
子
陸

上
と
女
子
フ
ェ
ン
シ
ン

グ
部
で
の
活
躍
を
報
告

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

楽
し
い
時
間
も
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
て
、
最
後

は
全
員
で
旧
校
歌
、
新
校

歌
、
さ
ら
に
“
丈
夫
”
を

大
合
唱
し
ま
し
た
。

　

お
開
き
は
関
西
青
山
同

窓
会
の
副
会
長
で
川
崎
ヒ

ロ
子
さ
ん
（
67
回
）
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
ご

自
身
の
抽
象
画
の
お
話
か

ら
好
き
な
事
は
断
固
続
け
る
勇
気
が

必
要
と
の
エ
ー
ル
に
現
役
大
学
生
も

大
い
に
元
気
付
け
ら
れ
閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

来
年
も
同
じ
く
２
月
に
開
催
を

予
定
し
ま
す
の
で
、
よ
り
多
く
の

皆
様
の
ご
参
加
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

新潟県立新潟高等学校創立百二十周年記念事業収支報告
（単位：円）

収入の部
前年度末（平成
26 年 3 月 31 日）
までの累計額

当年度（平成 26
年 4 月 1 日 か ら
平成 27 年 3 月 31
日まで）発生額

当年度末（平成
27 年 3 月 31 日）
までの累計額

当年度発生額の主な内訳

　　同窓会寄付金 25,068,920 0 25,068,920
　　ＰＴＡ寄付金 4,199,000 0 4,199,000
　　法人寄付金 6,100,000 0 6,100,000
　　団体寄付金 1,625,549 0 1,625,549
　　祝賀会会費 2,320,000 0 2,320,000
　　祝賀会祝儀 110,000 0 110,000
　　青山百二十年史収入 5,797,800 10,000 5,807,800 １部入金
　　雑収入 5,571 11,214 16,785 寄附金追加入金、預金利子
　　収入総額 45,226,840 21,214 45,248,054

支出の部
前年度末（平成
26 年 3 月 31 日）
までの累計額

当年度（平成 26
年 4 月 1 日 か ら
平成 27 年 3 月 31
日まで）発生額

当年度末（平成
27 年 3 月 31 日）
までの累計額

当年度発生額の主な内訳

　記念事業費 28,619,337 0 28,619,337
教室のＩＣＴ化 15,699,915 0 15,699,915
教室窓の遮光フィルム 3,885,000 0 3,885,000
周辺機器、教材作成用機材 956,567 0 956,567
青山百二十年史 7,966,095 0 7,966,095
青陵特別号補助 100,000 0 100,000
予備費 11,760 0 11,760

　記念行事費 4,269,492 0 4,269,492
記念式典 637,052 0 637,052
祝賀会 2,260,725 0 2,260,725
講演者、演奏者謝礼 997,770 0 997,770
諸費 373,945 0 373,945

　総務費 3,712,234 0 3,712,234
印刷費等 1,975,330 0 1,975,330
消耗品費 26,240 0 26,240
郵送料 1,710,664 0 1,710,664

　備品費 85,260 3,524,774 3,610,034
可搬型ホワイトボード電子黒板一式　４台 2,700,000
プロジェクターランプ　10 個 380,160
電子黒板ユニット　3 台 278,019

　諸費 0 994 994 振込手数料
　　支出総額 36,686,323 3,525,768 40,212,091

　　収支差額 8,540,517 △ 3,504,554 5,035,963 第四銀行白山支店　普通預金　No.1656754
平成 27 年４月７日
上記の通り相違ないことを確認致します。 監事

監事
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尊
敬
す
る
大
滝
校
長
先
生
の
後
を

引
継
ぎ
、
３
年
間
、
校
長
職
を
愉
し

く
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
青

陵
健
児
は
勿
論
の
こ
と
、
教
職
員
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
青
山
同
窓
会
の
皆
さ
ん
、

関
係
各
位
に
は
、
様
々
、
助
け
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
感
謝
す
る
ば
か
り

で
す
。

　

と
り
わ
け
、
青
山
同
窓
会
に
は
、

創
立
百
二
十
周
年
記
念
事
業
の
中
心

と
し
て
、
記
念
式
典
の
実
施
や
電
子

黒
板
の
導
入
な
ど
、
多
大
な
る
御
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
改
め
て
、

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
３
年
間
、
国
の
教

育
改
革
が
、
自
民
党
の
教
育
再
生

実
行
本
部
の
提
言
、
内
閣
府
の
教

育
再
生
実
行
会
議
の
ま
と
め
、
そ

し
て
文
科
省
の
中
教
審
と
い
う
序

列
化
が
有
効
に
機
能
し
、
急
ピ
ッ

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

前
校
長　
　
　
　
　

草
間　

俊
之　

チ
で
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
今

で
も
、
是
非
は
兎
も
角
、
日
本
の

教
育
が
か
つ
て
な
い
岐
路
に
あ
る

こ
と
は
、
間
違
い
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

新
潟
高
校
で
は
、
巷
の
喧
噪
や

流
行
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

学
業
や
部
活
動
、
学
校
行
事
に
お

い
て
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取

り
組
み
、
互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る

青
陵
健
児
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

真
摯
に
学
び
、
良
友
を
得
て
、
青

山
伝
統
の
凛
と
し
た
静
け
さ
の
中

で
、
未
来
に
向
か
っ
て
雌
伏
の
時

を
過
ご
す
、
彼
ら
の
学
ぶ
こ
と
に

支
え
ら
れ
た
青
春
の
探
求
に
は
、

感
動
す
ら
覚
え
た
も
の
で
す
。

　

僅
か
３
年
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
日
々
、
青
山
の
地
に
、
未
来
を

担
う
俊
英
が
躍
動
す
る
姿
を
目
の
当

た
り
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
生
涯
の
宝
で
あ
り
ま
す
。

　

校
長
室
の
前
庭
に
は
、
会
津
八
一

の
歌
碑
が
あ
り
ま
す
。

「
ふ
な
び
と
は　

は
や
こ
ぎ
い
で
よ

　

ふ
き
あ
れ
し　

よ
ひ
の
な
ご
り
の

　

な
ほ
た
か
久
止
母
」

　

歌
に
宿
る
謹
厳
、
剛
胆
な
精
神
を

　

こ
の
度
、
会
長
の
ご
指
名
に
よ
り

青
山
同
窓
会
監
事
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
卒
業
生
総
数
４
万
人
を
超
え

る
同
窓
会
の
監
事
と
い
う
こ
と
で
、
役

職
の
重
さ
に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い

で
す
。
前
任
の
渡
辺
監
事
の
急
逝
を

受
け
て
年
度
途
中
で
の
登
板
と
な
っ

た
た
め
、
就
任
後
早
々
に
平
成
26
年

度
の
監
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

同
窓
会
は
主
と
し
て
会
費
に
よ
り

運
営
さ
れ
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
会
費

収
入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
平
成
26

年
度
に
は
７
百
万
円
切
る
水
準
に
ま

で
低
下
し
ま
し
た
。
総
会
に
関
し
て

も
参
加
者
の
減
少
が
続
き
、
総
会
費

収
入
が
大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

一
方
で
通
信
費
、
広
報
費
と
い
っ
た

監
事
就
任
あ
い
さ
つ

逸
見　

和
宏
（
85
回
）　　
　
’77
卒

主
要
な
費
用
は
削
減
が
難
し
い
た

め
、
結
果
と
し
て
繰
越
金
が
徐
々
に

減
っ
て
き
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
資
金
繰
り
に
支
障
を

き
た
す
事
態
に
至
ら
な
い
と
も
限
り

ま
せ
ん
。

　

同
窓
会
を
永
続
的
に
維
持
す
る
た

め
に
は
財
務
が
健
全
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
顧
み
る
と
、
母
校
の

１
２
０
周
年
記
念
事
業
が
行
わ
れ
た

際
に
は
同
窓
会
も
総
力
を
挙
げ
て
取

り
組
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の
時

期
に
は
会
費
収
入
も
８
百
万
円
近
く

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
財
務
の

健
全
化
に
は
同
窓
会
活
動
を
活
性
化

す
る
こ
と
が
近
道
で
あ
る
と
言
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

今
後
は
青
山
同
窓
会
の
役
員
と
し

て
同
窓
会
活
動
を
さ
ら
に
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
組

織
と
し
て
の
運
営
が
適
切
に
な
さ
れ

る
よ
う
し
っ
か
り
と
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員

の
皆
様
に
も
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

受
け
継
ぐ
、
全
て
の
青
陵
健
児
が
、

青
山
の
地
で
培
っ
た
丈
夫
精
神
を
胸

に
抱
き
、
勇
気
を
も
っ
て
、
激
動
の

時
代
に
向
か
っ
て
、
漂
え
ど
も
沈
ま

ず
、
漕
ぎ
出
さ
ん
こ
と
を
願
っ
て
已

み
ま
せ
ん
。

　

青
山
同
窓
会
の
今
後
益
々
の
充
実
、

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
退
任
の
御

挨
拶
、
御
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
青
山
同

窓
会
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と

皆
様
方
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、
新
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
定
年
退
職
さ
れ
た
草

間
俊
之
校
長
の
後
任
と
し
て
、
県
教

育
庁
高
等
学
校
教
育
課
長
か
ら
、
平

成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
着
任
い
た

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
特
色
あ
る
学
校
作

り
や
高
校
入
試
改
革
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
施
策
の
推
進
や
議
会

へ
の
対
応
が
私
の
仕
事
で
し
た
が
、

学
校
と
い
う
「
原
籍
」
に
戻
り
、

た
く
さ
ん
の
生
徒
の
活
動
を
目
の

当
た
り
に
し
な
が
ら
勤
務
で
き
る

こ
と
は
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
同
時
に
、
本
校
の

輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
、
県
民
の

本
校
に
対
す
る
大
き
な
期
待
を
考

え
る
と
き
、
あ
ら
た
め
て
、
新
潟

高
校
長
と
し
て
の
職
責
の
重
さ
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

青
山
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
こ
れ

ま
で
同
様
、
本
校
へ
の
ご
指
導
、
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お

新
任
の
ご
あ
い
さ
つ

校
長　
　
　
　

石
井　

充　

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
は
４
月
に
普
通
科

７
ク
ラ
ス
、
理
数
科
２
ク
ラ
ス
で

男
子
１
７
７
人
、
女
子
１
８
９
人
、

合
計
３
６
６
人
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
入
学
式
で
は
、「
ま
ず
第

一
番
に
あ
る
べ
き
こ
と
は
、
大
き

な
変
革
の
時
代
を
生
き
る
た
め
に
、

将
来
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
な
基
礎
を
固
め

る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
勉
強
と
そ

の
成
果
は
、
自
分
の
た
め
だ
け
で

な
く
、
社
会
の
た
め
に
役
立
つ
も

の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
も
自
覚
す
べ
き
で
す
。」
と

新
入
生
に
伝
え
ま
し
た
。

　

現
代
は
、
生
産
年
齢
人
口
の
急

減
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
多
極
化
と

い
う
状
況
の
中
に
あ
り
、
教
育
の

重
要
性
は
た
び
た
び
議
論
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
文
部
科
学
省
で
は
、

大
学
入
試
改
革
を
含
む
「
高
大
接

続
」
の
改
革
に
着
手
し
ま
し
た
。

本
校
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を

生
き
抜
く
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る

「
確
か
な
学
力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
べ
く
、
教
職
員
は
日
々
、
努
力

を
重
ね
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
引

き
続
き
、
ご
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平
成
27
年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
宮
本

伸
吾
と
申
し
ま
す
。
安
吾
堕
落
論
を

真
に
受
け
た
丁
ま
み
れ
の
昭
和
の
遅

刻
王
が
よ
も
や
の
役
職
を
拝
命
い
た

し
ま
し
た
。

　

ご
父
兄
並
び
に
教
職
員
の
皆
様
、

さ
ら
に
は
同
窓
会
の
皆
様
の
お
力
添

え
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
文
は
反
面

教
師
、
武
は
応
援
団
長
と
し
て
お
手

伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。
１
年
間
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
学
び
舎
に
し
ば
し
ば

お
邪
魔
す
る
機
会
が
訪
れ
ま
し
て

（
旧
校
舎
の
面
影
は
既
に
記
憶
と
も

に
あ
り
ま
せ
ん
が
）
現
在
の
高
校
の

様
子
を
少
し
ば
か
り
。
現
役
生
は
ほ

ぼ
半
数
が
女
子
と
な
り
ま
し
た
。
理

系
に
つ
き
も
の
で
し
た
や
も
め
ク
ラ

ス
な
る
言
葉
も
も
は
や
死
語
。
本
年

度
新
入
生
に
至
っ
て
は
過
半
数
を
超

え
て
い
ま
す
。
青
陵
祭
の
丈
夫
も

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
あ
い
さ
つ

宮
本　

伸
吾
（
87
回
）　　
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キ
ー
が
半
音
上
が
っ
た
か
の
よ
う
な

印
象
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
平
成
25
年

度
入
学
生
よ
り
女
子
の
推
奨
服
が
導

入
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
来
年
度
入

学
生
か
ら
は
、
推
奨
服
を
制
服
と
す

る
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

女
子
制
服
の
規
定
が
な
か
っ
た

本
校
に
お
き
ま
し
て
は
大
き
な
変

革
と
思
い
ま
す
。
と
り
わ
け
Ｏ
Ｇ

の
皆
さ
ま
に
は
ご
異
論
も
あ
ろ
う

か
と
は
思
い
ま
す
が
自
主
自
律
の

自
由
な
精
神
ま
で
を
奪
う
も
の
で

は
な
く
、
豊
か
な
時
代
で
あ
れ
ば

こ
そ
の
学
校
の
英
断
と
個
人
的
に

は
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

外
面
上
は
ど
う
あ
れ
志
を
持
っ
て

入
学
さ
れ
た
子
供
た
ち
の
向
上
心
は

す
ば
ら
し
く
世
界
へ
通
じ
る
人
材
と

な
る
べ
く
勉
学
に
ス
ポ
ー
ツ
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
い
た
し
ま
し
て
は
、

子
供
た
ち
の
成
果
が
最
大
な
る
よ

う
な
環
境
を
整
え
る
べ
く
、
先
生

方
と
の
橋
渡
し
と
な
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。　

　

同
窓
会
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
重

ね
て
お
願
い
い
た
し
ま
し
て
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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東北青山同窓会　第５回総会
日　時　平成 27 年 10 月３日（土）16 時～
会　場　仙台市 江陽グランドホテル
◦�総会に先立ち、齊藤元章様（第 94 回、株式会社 PEZY Computing 代表取締役社長）より「次世代スーパーコンピュー

タ開発とシンギュラリティ（技術的特異点）に向けて」と題して記念講演をいただく予定です。
◦�詳細は、決まりましたら東北青山同窓会ホームページ・フェイスブックグループページ等でお知らせする予定としております。
　http://members2.jcom.home.ne.jp/tohoku-aoyama/

 日　時 　平成27年 11月６日（金）
　　　　　受付開始：午後６時
　　　　　開　　会：午後６時 30 分
 会　場 　ANA インターコンチネンタルホテル東京
　　　　　港区赤坂１-12-33　TEL 03-3505-1111（代）
 会　費 　一般：8,000円 女性：6,000円 大学生：3,000円

 プログラム 　◇総会議事◇ 会務報告・会計報告など
　　　　　　　◇懇 親 会◇ 着席ブッフェ  
　　　　　　　　　　　　　 アトラクション（90 回担当）
 問い合せ先 　東京青山同窓会事務局　
　　　　　　　㈲ジェイ・クラブ内　TEL 03-3423-3591
　　　　　　　E-mail：kusakabe@moon.email.ne.jp

東京青山同窓会　平成27年 総会のご案内

　青山の学舎を後にして早 41 年。我々 82 期生がいよ
いよ満 60 歳を迎える年となりました。
　我が同期は、卒業 20 周年の平成 6 年以降 5 年毎に「節
目」と称して大がかりな同期会を開催してまいりました。
　今回は「特に大きな節目」ですので、昨年 9 月、早々
に男女 9 名の幹事からなる実行委員会を立ち上げまし
た。これまで既に 5 回集まって趣向を練ってきた結果、
漸く内容が固まりました。
　この度は、この同窓会報の紙面を拝借して、広く同
窓生にお知らせするとともに、同期生が奮って参加さ
れんことを心から期待するものです。
　なお、実行委員会では「参加者 120 名以上」と高い
目標を掲げております。同期生の皆さまには、ご自身
は勿論お近くや懇意の友人にお声掛けの上、多数のご
参加をいただきますようお願い申し上げます。
　おって、プレイベントには同期生のご家族に加え、
青山現役や OB の皆さまのご参加も歓迎いたしますの
で、ご都合のつく方は是非お越しください。

【還暦記念同窓会本会】
日　時　平成 27 年９月 20 日（日）
　　　　12:30 受付開始　13:00 開宴
会　場　行形亭（新潟市中央区西大畑５７３）
会　費　18,000 円　新潟芸妓総揚げ！

【プレイベント】
①82期同期生による講演会
　日　時　平成 27 年９月 19 日（土）
　　　　　14:30 受付開始　15:00 開演
　会　場　�ホテルメッツ新潟（新潟駅西側連絡通路直

結）　２階会議室
　会　費　�無料（同期生のご家族、青山現役、OB の

ご参加も歓迎いたします）
②前夜祭信濃川ウォーターシャトルクルージング
　日　時　平成 27 年９月 19 日（土）　17:30 出航
　場　所　万代シテイ船着場より出航
　会　費　5,000 円

82期 ９月20日（日）に還暦記念同窓会を盛大に開催
～「新潟芸妓総揚げ」で賑やかに（会場：行形亭）～

82 期還暦記念同窓会　実行委員長　早福　弘

《予告》
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講演２
　「奈良への憧れから
  　　新潟の歴史発見へ

  ―私の考古学 40 年―」
  　奈良大学文学部教授
� 坂井秀弥さん（81 回）

奈良への憧れ

　新潟には歴史がないと言われ

ていた高校時代、修学旅行で飛

鳥の地で古代史に感動し、関西

学院大学・大学院に進み考古学に出会った。卒業後、新

潟県教育委員会で 13 年間遺跡調査に従事した後、16

年間文化庁に在籍。その後奈良大学で教鞭をとる。

考古学からみた新潟の古代史

　有名な古絵図に新潟平野は一面の海に描かれている、

しかしこれは偽図だ。新潟市でも 6000 年前の縄文土器

が見つかっている。新潟の古代史は私が調査した遺跡か

ら大きく変わった。直江津にあったとされる古代の国府

は、当初上越市高田の今池遺跡付近にあり、その近くに

越後国分寺があった。国府は平安時代にはいると直江津

に移転した。古代の人びとが暮らした村は、古代国家の

成立・崩壊とともに形成・移転した。当時の焼き物の須
す

恵
え

器
き

は当初笹神丘陵や新津丘陵で生産されていたが、平

安時代になると佐渡小泊産の製品が流入する。昭和 60

年代に調査された新潟市小新付近にある的
ま と

場
ば

遺跡から

は、和同開珎や鮭漁の漁具が大量に出土。越後から多く

の鮭を献上していることを裏付けた。的場遺跡は保存さ

れ新潟市の史跡公園になった。当時の市長、長谷川会長

には感謝を申し上げたい。地域の歴史をものがたる遺跡

は全国にある。奈良や京都だけに歴史があるのではな

い。どの時代においても人々は地の利を生かし英知を集

めすばらしい文化を築いていたことがよくわかる。

大和政権の最前線新潟

　新潟の地は北陸・東北・信濃の文化圏・勢力圏が交差

し、複雑な様相をもつ。新潟は日本列島の日本海沿岸の

ほぼ中間、気候・環境の変わり目の地に位置しているこ

とと関係する。昭和 62 年調査された弥生時代の古津八

幡山遺跡では、列島最北の高地性環
か ん

濠
ご う

集落と、4 世紀と

思われる新潟県最大、直径 50 ｍ以上の大型古墳が発見

された。環濠は吉野ヶ里遺跡などでみられる防御施設で

戦争があったことを示す。この時代は魏志倭人伝に「倭

国乱れる」と記述されており、その情勢が新潟まで及ん

でいた。

邪馬台国から大和政権へ

　卑弥呼が死去したのは 3 世紀の半ば。畿内に大型前

方後円墳が築造され、大和政権が成立するのはかつて 3

世紀末・4 世紀初めと考えられていた。しかし、古墳の

年代は古墳に副葬された中国製の鏡、土器の形の変化、

科学的な年代測定などの研究が進展した結果、3 世紀半

ばにさかのぼり、卑弥呼から大和政権の成立は連続する

ことが判明した。大和政権初の古墳は 280 ｍの大型前

方後円墳、奈良県箸墓古墳だ。邪馬台国の所在地は魏志

倭人伝の読み方、解釈で九州説、近畿説があるが、大和

政権が成立した箸
は し

墓
は か

古墳（卑弥呼の墓説もある）の近く

にある纏
ま き

向
む く

遺跡の可能性が出てきた。最近、卑弥呼の館

跡との説もある大きな柱の跡も発掘されている。

　纏
ま き

向
む く

遺跡では九州、東海、北陸や関東地域など各地の

特徴を持った土器が異常に多く発掘されている。邪馬台

国が 30 余国を統括し卑弥呼の死後に大きな墓が造られ

た記述ともあう。九州の遺跡は邪馬台国時代には衰える

ものが多く、九州の特徴を持った土器は奈良ではほとん

ど出ておらず、九州勢力の移動説も考えにくい。大和政

権の誕生には吉備勢力（岡山）も強く関係しており、広

範囲の勢力が連携して成立したと考えられるが、邪馬台

国は畿内、奈良にあった可能性がきわめて高い。

渟
ぬ

足
たり

柵
のき

と古代越後

　大化改新後は日本では中国（唐）の危機感から国家防

衛のため、西日本各地に山城や大宰府の防塁を建設し

た。一方、北方に対しては新潟の渟
ぬ

足
た り

柵
の き

、岩船柵をはじ

め、東北地方に多くの城（柵）を建設した。「渟足」は「沼

垂」に通じ当時の阿賀野川右岸の河口付近の砂丘にあっ

たとみられる。

新潟の町と遺跡

　新潟町は 1655 年にいまの地に成立した。その頃の建

物も見つかっており、新潟は 400 年の歴史がある。白

山公園は明治 5 年につくられた日本最初の都市公園。

100 年前にできた万代橋は新潟町と沼垂町を一つにし

た。三代目の今の橋は国の重要文化財。万代橋地下通路

工事からは初代万代橋の橋脚が出ている。新潟の町も決

して歴史がないわけではない。私の仕事は「地域の文化

財を慈しみ、わが町を育む」ことだと思う。今後も地域

の歴史文化を大切にして、わが町に対する愛着、誇りを

もつ人材を育てて行きたい。

青山同窓会
平成28年新年会のお知らせ
来年の新年会は平成 28 年２月 19 日（金）を予定
しております。
詳細は次号会報に掲載いたします。

★青山同窓会の書籍等のご案内★
　創立百二十周年記念事業の一環として作成しました書籍
等を、ご希望の同窓の皆様にお分けいたしております。また、
校歌・応援歌を収めた CD もございます。
　ご希望の方は同窓会事務局までご連絡ください。

『青山百二十年史』書籍（CD-ROM付き）�10,000円（送料・振込手数料別途）
創立百二十周年記念式典DVD�   2,500円（送料・振込手数料別途）

『青山同窓会　百二十周年名簿』�   5,000円（送料・振込手数料込み）
校歌・応援歌CD�   1,000円（送料・振込手数料別途）
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第11回　青山学術文化講演会開催報告
記録　江口　直禎（56 回）
構成　会報編集委員会  　

　第 11 回青山学術文化講演会が平成 26 年 12 月６日に

開催されました。母校の耐震補強工事日程の関係で開催

がずれ込んだため会報掲載が夏号になりました。

　講師は次の方々です。

　「肝臓移植の最前線」

　熊本大学小児外科・移植外科教授、熊本大学医学部　

　付属病院前病院長、日本移植学会副理事長

猪股 裕紀洋 さん（79 回）

　「奈良への憧れから新潟の歴史発見へ―考古学 40 年―」

　奈良大学文学部教授（考古学・文化財学）

坂井 秀弥 さん（81 回）

講演１
　「肝臓移植の最前線」
  　熊本大学副学長
  　医学部付属病院病院長
  　小児外科移植外科教授
  　日本移植学会副理事長
� 猪股裕紀洋さん（79 回）

　私は、木戸小学校、東新中学

校、新潟高校から京都大学医学部卒で、2000年から熊本

大学医学部で仕事をしている小児外科医、移植外科医で

ある。本日は、私の仕事の中心である肝臓移植のお話をさ

せていただく。

　肝臓は成人で1.5kgある大きな臓器で、右が大きく左小

さい三角形をしている。一部切っても残りが大きくなる再

生機能があり、解毒分解、代謝（タンパク質合成）、胆汁

合成（老廃物を流しだす）が三大機能である。その病気に

は、先天性、急性、慢性とがある。急性は命にかかわる劇

症肝炎、慢性は肝炎からの肝硬変や肝臓癌が多い。肝臓

癌では年間3万人、肝臓病すべてでは年5万人が死亡して

いる。慢性肝臓病は西日本で多い。最近、ウイルス性肝炎

の薬が進歩し、早期治療で治るほか、慢性肝臓病は上手に

管理すれば移植せずとも現状を維持できることも多い。肝

硬変が進むと肝臓移植しか手がなくなる。子どもの肝移植

では胆道閉鎖症が一番多く、妥当な処置しないと2歳まで

も生きられない。

　移植は、臓器提供者（ドナー）、対象臓器（グラフ

ト）、臓器移植者（レシピエント）で成り立つ。肝移植に

は、脳死（死体）移植と生体移植の2種がある。肝移植は

年間国内で400例前後行われ、生体移植が90％を占める。

生体移植は、健康体の肝臓の一部を手術でいただきこれ

を移植する。生体移植の場合、大人のレシピエントには右

側の大きいほう、子供のレシピエントでは左側の小さい方

をあげることになる。ドナー、レシピエントの手術は、多

くの人が関与して平行して行われる。レシピエントでは、

悪い肝臓をすべて取り除いてから移植臓器を入れ、血管を

縫い合わせる。10-15時間かかる。国内の生体臓器移植で

は親族以外からの臓器提供は禁止されていて、子供の場

合はほとんどが両親から、大人の場合は子ども、配偶者、

兄弟姉妹からとなる。移植は保険診療で、高額療養費還付

を受けると月15万円程度で可能である。

　死体移植では脳死状態（心停止前）でないと移植が出来

ない臓器は心臓と肝臓であり、腎臓膵臓は心停止状態から

でも使用できる。脳死状態というのは、高度な脳である大

脳などと基本的な生命維持を司る脳幹も含め機能停止し

た状態であり、植物状態は脳幹は保たれていて自力呼吸が

出来る状態である。全脳の機能が停止しても人工呼吸器で

酸素を入れれば心臓が動いて血液が送られ臓器は死なな

い状態となる。これが脳死状態で、現在では植物状態と明

確に区別できる。植物状態から蘇る例はあるが脳死からは

ない。国内の死体臓器提供数は心停止状態と脳死合わせ

て年間100例止まりである。2010年に臓器移植法が改正

され、脳死状態での臓器提供意思表示が確認できない場

合でも家族の意思で臓器提供が出来るようになった。これ

以降脳死での臓器提供は5倍に増えた。が心停止状態から

の提供は減ったので合計ではあまり増えず、国際的には極

めて少ないままである。臓器提供率トップはスペインで年

間人口100万人あたり35人だが、日本は1人程度である。

近年アジア諸国でも増えているが日本では増えていない。

万が一の時、家族承諾での提供でも、ドナーカードは家族

が決断する一助になる。保険証、免許証にも意思表示が記

載可能になっている。11月は移植が行われたのは全国で6

件だが、登録し移植を待っている人は13,870人いる。ド

ナー一人から複数の臓器が提供され何人もの命が救われ

る。今年（2014年）は224人が臓器の提供を受けた。

　熊本大学でも2011年から脳死ドナーからの移植が出来

るようになった。現在年間35-40例移植手術をしている

が、たいへんだがやりがいのある仕事だと思っている。脳

死移植では、ドナーがいる病院まで、全国地域を問わず、

取りに行くことになる。摘出して持ち帰り移植するまで

に、肝臓は半日から1日余裕がある。新幹線や飛行機で行

き来する。移植後の生存率は生体移植も脳死移植も変らな

い。5年で80％、10年で70％生存している。

　臓器移植は、患者や生体ドナーのリスクも考えると厳し

い医療である。国内では生体ドナーが亡くなった例が1例

だけある。一方、4年前、生後13日の子に移植したことも

あるが、父親であるドナー共々元気である。また、移植後

に、野球特待生になった子もいるし、出産して母親になっ

た患者もいる。移植は社会復帰を可能にする医療であり、

希望を生む。生体ドナーのリスクを考えると脳死移植の広

まりが求められるが、日本の状況はまだそこまで行っては

いないのが現状である。
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第  101  号

と
ネ
ッ
ト
の
世
界
を
行
き
来
し
て
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
ネ
ッ
ト
の
利
用
時
間
の
割
合
が

長
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
な

ら
ネ
ッ
ト
上
で
た
だ
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
、
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
自
ら

創
造
す
る
こ
と
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
欲
し
い
。

　

ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ホ
上
の
ア
プ
リ

を
使
う
だ
け
で
な
く
、
い
わ
ば
リ

ア
ル
の
世
界
に
お
け
る
糊
と
は
さ

み
の
よ
う
な
道
具
で
あ
る
、
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
の
ス
キ
ル
を
身
に
つ

け
て
自
分
で
作
っ
て
み
る
と
い
う

経
験
を
1
回
は
し
て
欲
し
い
で
す

ね
。
そ
う
い
う
経
験
か
ら
マ
ー
ク
・

ザ
ッ
カ
ー
バ
ー
グ
*
を
超
え
る
起

業
家
に
な
る
道
が
開
け
る
か
も
し

れ
な
い
。
世
界
の
仲
間
と
連
携
し

地
域
を
越
え
て
自
己
の
世
界
を
広

げ
て
欲
し
い
。

　

ご
多
忙
の
と
こ
ろ
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

美
し
く
、
さ
わ
や
か
な
服
装
で
は

つ
ら
つ
と
し
た
お
話
を
お
伺
い
い
た

し
ま
し
た
。
南
場
様
の
益
々
の
ご
活

躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

（�

*
マ
ー
ク
・
ザ
ッ
カ
バ
ー
グ　

F
a
c
e
b
o
o
k
の
創
始
者
）

　

都
市
再
開
発
で
日
々
変
わ
り
行
く

渋
谷
、
高
層
ヒ
カ
リ
エ
ビ
ル
に

D
e
N
A
創
業
者
の
南
場
智
子
さ

ん
を
お
尋
ね
し
ま
し
た
。

・�

中
学
高
校
の
頃
は
ど
の
よ
う
で
し

た
か

　

南
万
代
小
学
校
か
ら
宮
浦
中
学

に
進
学
し
ま
し
た
。
活
発
で
、
部

活
で
も
先
生
の
い
う
事
は
聞
か
な

い
タ
イ
プ
で
し
た
。
新
潟
高
校
で

は
水
泳
部
と
生
物
部
に
所
属
し
ま

し
た
。
生
物
部
で
は
ナ
ポ
レ
オ
ン

と
い
う
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
を
良
く

や
っ
て
い
ま
し
た
。
普
段
は
全
く

勉
強
し
な
い
の
で
、
試
験
前
の
一

夜
漬
け
で
切
り
抜
け
て
い
た
の
で

す
が
、
高
校
で
は
そ
う
は
行
か
ず
、

中
学
と
の
違
い
を
感
じ
ま
し
た
。

高
校
入
学
当
初
は
、
応
援
歌
の
練

習
で
先
輩
が
教
室
に
指
導
に
来
て
、

椅
子
蹴
っ
飛
ば
し
た
り
し
て
本
当

に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。
そ
の

時
初
め
て
お
腹
の
底
か
ら
声
を
出

し
た
気
が
し
ま
す
。
丈
夫
を
歌
い
、

青
陵
祭
の
準
備
も
す
ご
い
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
か
け
て
、
踊
り
の
振
り
付

同　

窓　

生　

訪　

問

株
式
会
社
デ
ィ
ー
・
エ
ヌ
・
エ
ー　

フ
ァ
ウ
ン
ダ
ー　

取
締
役
会
長

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
オ
ー
ナ
ー

　

南
場　

智
子
さ
ん
（
89
回
）
’81
卒
を
訪
ね
て

会
報
編
集
長　

石
井　

智
裕
（
79
回
）
’71
卒

け
を
考
え
た
り
し
て
楽
し
い
経
験

で
し
た
。
家
が
厳
し
く
、
友
人
の

家
に
泊
ま
り
に
行
く
こ
と
も
禁
止

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
佐
渡
で
の

部
活
の
合
宿
は
許
し
が
出
て
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
夜
み

ん
な
で
港
に
行
き
仰
向
け
に
な
り
、

綺
麗
な
夜
空
に
多
く
の
流
れ
星
を

見
ま
し
た
。
あ
ま
り
に
美
し
く
、

す
ご
く
感
動
し
て
今
で
も
心
に

残
っ
て
い
ま
す
。

・
進
学
、
就
職
は

　

津
田
塾
大
学
進
学
は
父

親
が
決
め
ま
し
た
。
と
に

か
く
家
か
ら
出
て
東
京
に

行
き
た
か
っ
た
の
で
、
女

子
寮
に
入
る
約
束
で
上

京
、
卒
業
ま
で
寮
生
活
で

し
た
。
さ
ら
に
遠
く
に
行

き
た
く
て
、
海
外
留
学
を

目
指
し
ま
し
た
が
、
大
学

や
文
科
省
の
奨
学
金
を
も

ら
う
に
は
ト
ッ
プ
の
成
績

で
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ

た
の
で
、
真
面
目
に
勉
強

し
ま
し
た
ね
。
得
意
だ
っ

た
理
数
系
の
教
科
も
担
当
し
て
、
塾

の
講
師
や
家
庭
教
な
ど
の
ア
ル
バ
イ

ト
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
大
学

4
年
の
時
に
1
年
間
留
学
し
ま
し

た
。
日
本
に
戻
り
、
就
職
活
動
を
始

め
た
と
き
、
津
田
の
先
輩
か
ら
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
の
マ
ッ
キ
ン

ゼ
ー
に
誘
わ
れ
た
の
が
入
社
の
き
っ

か
け
で
す
。
マ
ッ
キ
ン
ゼ
ー
は
大
企

業
の
社
長
に
色
々
助
言
指
導
す
る
職

業
で
す
が
、
十
数
年
後
、
い
ざ
自
分

が
経
営
者
に
な
っ
て
み
る
と
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
よ
り
実
際
に
起
業
、
経

営
す
る
ほ
う
が
圧
倒
的
に
大
変
な
こ

と
だ
と
思
い
知
り
ま
し
た
。

・
起
業
を
さ
れ
る
き
っ
か
け
は

　

D
e
N
A
の
起
業
は
１
９
９
９

年
で
す
。
そ
の
年
の
1
月
に
、
あ
る

会
社
の
社
長
と
会
食
し
た
際
の
話
題

が
き
っ
か
け
で
起
業
を
考
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
起
業
し
て
4
年
は

失
敗
の
連
続
で
し
た
が
、
徐
々
に
軌

道
に
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
に
は
新
潟
に
カ
ス
タ

マ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
を
開
設
、

現
在
も
３
０
０
人
程
度
の
ス
タ
ッ
フ

に
働
い
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
D
e
N
A
が
運
営
す
る
サ
イ

ト
の
健
全
性
を
維
持
す
る
目
的
で
、

サ
イ
ト
上
で
の
や
り
取
り
を
24
時
間

体
制
で
監
視
し
て
い
る
、
重
要
な
存

在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・�

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
オ
ー
ナ
ー

に
な
ら
れ
た
い
き
さ
つ
は

　

横
浜
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
話
が
持
ち

込
ま
れ
た
時
は
す
で
に
社
長
を
退
任

を
し
て
い
ま
し
た
。
自
分
の
経
営
の

基
本
は
「
地
に
足
を
着
け
本
業
を

し
っ
か
り
や
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ

た
の
で
、
プ
ロ
野
球
の
よ
う
な
華
や

か
な
世
界
に
参

入
す
る
に
は
躊

躇
が
あ
り
ま
し

た
。
会
社
の
事

業
に
と
っ
て
プ

ラ
ス
に
な
る
か

慎
重
に
確
認
し
、

最
終
的
に
賛
同

し
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
、
会

社
の
ブ
ラ
ン
ド

や
ネ
ッ
ト
上
の

サ
ー
ビ
ス
も
広

く
知
れ
渡
り
、

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
普
段

は
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
の
お
客
様
が
中

心
で
す
が
、
ス
タ
ジ
ア
ム
で
は
お
客

様
の
喜
ぶ
顔
が
直
に
見
れ
た
り
し

て
、
会
社
を
良
い
意
味
で
成
長
さ
せ

て
く
れ
た
と
思
う
し
、
社
員
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に
も
役
立
っ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
横
浜
の
地
域
貢

献
や
プ
ロ
野
球
の
業
界
貢
献
な
ど
を

通
じ
、
会
社
が
公
の
も
の
、
公
器
で

あ
る
と
い
う
自
覚
が
格
段
に
強
く
な

り
ま
し
た
。
た
だ
今
世
紀
で
は
優
勝

は
し
て
お
ら
ず
、
球
団
経
営
も
ま
だ

ま
だ
な
の
で
し
っ
か
り
さ
せ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
期
は
今
の
時
点

（
5
月
末
）
で
は
ト
ッ
プ
の
成
績
だ

が
戦
力
層
は
厚
く
な
く
、
チ
ー
ム
の

み
ん
な
の
が
ん
ば
り
で
や
っ
て
き
て

い
る
状
況
で
す
。
故
障
者
を
出
さ
ず

に
、
C
S
進
出
は
実
現
し
た
い
で

す
ね
。

・�

ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
本
拠
地
に
新
潟

は
？　

な
ど
と
い
う
声
も
あ
り
ま

し
た
が
。

　

想
像
の
上
で
は
い
ろ
い
ろ
考
え
て

シ
ュ
ミ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
般
的
に
、
常
に
複
数
の

他
の
選
択
肢
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は

重
要
で
す
。

・�

後
輩
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
。

　

現
代
は
ネ
ッ
ト
が
極
め
て
一
般
的

に
な
り
、
普
通
の
人
が
実
際
の
生
活
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し
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

▽
艇
友
会
報
第
36
号
を
平
成
26
年
９

月
１
日
に
発
行
。
紙
面
は
、
現
役
情

報
や
寄
稿
な
ど
で
、
Ｏ
Ｂ
と
現
役
の

情
報
紙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

▽
５
月
10
日
の
新
潟
県
高
校
春
季
大

会
（
津
川
漕
艇
場
）
で
現
役
の
入
賞

（
１
位
・
３
位
）
を
確
認
し
ま
し
た
。

今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
し
て
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
悩
み
と
し
て
は
、
若

い
期
の
参
加
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
今
回
の
出
席
会
員
か
ら
、
10

年
刻
み
で
役
員
を
配
置
し
て
出
席
増

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
卒
業
し
て

数
年
し
て
く
る
と
何
故
か
、
学
生

時
代
の
こ
と
が
懐
か
し
く
な
り
、

人
が
集
ま
っ
て
昔
話
に
花
が
咲
く

よ
う
で
す
。
思
い
で
の
ひ
と
つ
と

し
て
、
小
生
卒
業
の
翌
年
か
ら
で

す
が
、
夏
の
合
宿
後
、
仮
眠
し
て
、

夜
中
歩
い
て
弥
彦
山
ま
で
行
き
、

社
務
所
で
一
服
し
て
、
一
気
に
登

山
と
い
う
大
変
荒
っ
ぽ
い
イ
ベ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。
恐
る
恐
る
参

加
し
ま
し
た
が
、
若
さ
バ
カ
さ
の

勢
い
で
な
ん
と
か
や
り
遂
げ
ま
し

た
。
疲
れ
ま
し
た
が
心
地
よ
い
満

足
感
を
味
わ
え
ま
し
た
。
い
い
思

い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
後
に

恐
縮
で
す
が
、
こ
れ
を
読
み
ま
し

た
同
窓
会
の
皆
様
に
お
願
い
で
す
。

レ
ス
リ
ン
グ
関
係
者
知
り
合
い
が

い
ま
し
た
ら
お
声
か
け
願
え
れ
ば

幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

櫻
井 

優
（
80
）、
佐
藤
正
昭
（
80
）、

三
膳
正
伸
（
81
）、
森
竹 

聡
（
89
）

■
主
な
活
動
等

▽
Ｏ
Ｂ
現
役
懇
親
会
を
平
成
26
年
７

月
27
日
（
日
）
に
実
施
。
出
席
者
は

総
勢
35
名
。
高
校
生
と
一
緒
に
昼
食

を
す
る
会
で
す
。
全
員
が
ス
ピ
ー
チ

し
ま
す
が
、
１
年
生
は
出
身
中
学
と

入
部
動
機
の
話
が
中
心
で
す
。
こ
と

　

本
年
３
月
７
日
に
久
々
に
Ｏ
Ｂ
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
我
々
の
レ
ス
リ

ン
グ
部
は
20
数
年
前
に
部
員
が
集
ま

ら
な
く
な
り
、
廃
部
の
憂
き
目
に
あ

い
ま
し
た
。
Ｏ
Ｂ
会
の
開
催
も
危
う

く
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
幹
事
役
を
買
っ
て
５
年
ぶ
り

に
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
思
っ

た
よ
り
多
く
18
名
で
し
た
。

　

部
員
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

寂
し
い
こ
と
で
会
員
増
が
見
込
め

ま
せ
ん
。
会
員
に
は
現
状
再
認
識

し
て
い
た
だ
い
て
、

危
機
感
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
、
今

後
の
継
続
を
ど
う

す
る
か
問
い
か
け

ま
し
た
。
対
策
と

し
て
は
、
部
復
活

の
件
は
諦
め
な
い
。

学
校
に
は
存
在
感

と
繋
が
り
を
継
続

部
は
な
く
て
も
Ｏ
Ｂ
会
は
活
発
で
す
！

青
山
レ
ス
リ
ン
グ
Ｏ
Ｂ　

梅
田　

正
敏
（
76
回
）　　
　’68
卒

し
て
い
く
。
会
員
の
出
席
率
を
上

げ
る
た
め
、
会
の
役
員
を
増
や
し

会
員
が
減
っ
て
も
対
応
出
来
る
よ

う
に
す
る
。

　

夕
方
早
め
の
４
時
か
ら
の
開
催
で

し
た
が
、議
題
討
議
は
盛
り
上
が
り
、

懇
親
も
深
ま
り
７
時
に
な
っ
て
も
そ

れ
ぞ
れ
の
親
睦
が
終
ら
ず
や
っ
と
閉

会
し
ま
し
た
。
思
っ
た
よ
り
の
盛
況

で
幹
事
と
し
て
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。

東
京
か
ら
も
３
名
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
年
１
回
の
開
催

　

グ
ラ
ン
ド
北
側
の
「
五
本
松
」
の

バ
レ
ー
コ
ー
ト
で
、
練
習
に
明
け
暮

れ
て
い
た
日
々
が
、
つ
い
昨
日
の
よ

う
で
す
。
気
が
つ
け
ば
、
半
世
紀
近

く
も
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
思
い
の
バ
レ
ー
部
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
た
ち
が
、
平
成
25
年
１
月

26
日
に
新
宿 ｢

三
井
ク
ラ
ブ｣

に
集

ま
り
ま
し
た
。
最
年
長
は
、
61
回
の

Ｏ
Ｂ
で
、
1
番
若
い
出
席
者
は
平
成

に
卒
業
し
た
109
回
の
Ｏ
Ｂ
、
合
計
40

人
で
し
た
。
開
会
に
先
立
ち
、
元
監

督
の
望
月
彰
氏
（
49
回
）、
元
全
日

本
選
手
で
ア
ジ
ア
大
会（
東
京
開
催
）

で
も
活
躍
さ
れ
た
遠
藤
整
治
氏
（
56

回
、遠
藤
鋼
機
会
長
）の
逝
去
が
報
告

さ
れ
、全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
。

東
京
青
山
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

滝
沢
正
規
（
80
回
）　　
　’72
卒

　

出
席
者
の
中
で
も
特
に
60
～
62
回

の
Ｏ
Ｂ
た
ち
は
、
当
時
の
新
潟
県
下

に
は
敵
無
し
の
強
豪
チ
ー
ム
で
、
全

国
高
校
総
体
や
国
体
に
も
出
場
経
験

が
あ
り
、
そ
の
結
束
の
固
さ
は
類
を

見
な
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
現
同

窓
会
長
の
長
谷
川
義
明
氏
（
61
回
）

も
、
そ
の
「
固
い
結
束
の
年
代
」
で

す
。
長
谷
川
氏
は
新
潟
県
代
表
と
し

て
山
形
国
体
で
活
躍
さ
れ
、
京
大
工

学
部
で
は
バ
レ
ー
部
主
将
を
務
め
ら

れ
、
関
西
大
学
二
部
リ
ー
グ
で
の
優

勝
を
牽
引
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
草
創

期
、
女
子
生
徒
の
存
在
が
希
少
価
値

だ
っ
た
頃
、
新
潟
高
校
女
子
バ
レ
ー

部
の
創
設
に
尽
力
さ
れ
た
合
田
（
旧

姓
河
合
）
春
美
さ
ん
（
66
回
）
を
は

　

明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
、
旧
制

中
学
に
端
艇
部
が
発
足
し
て
か
ら

百
二
十
年
。
大
橋
先
生
が
顧
問
の
と

き
、
艇
の
老
朽
化
対
策
に
Ｏ
Ｂ
が
協

力
し
合
い
、
そ
れ
を
機
に
昭
和
52

（
１
９
７
７
）
年
に
Ｏ
Ｂ
会
が
誕
生
。

そ
れ
か
ら
毎
年
定
時
総
会
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
年
（
２
０
１
５
）
は
３
月
14
日

（
土
）
に
新
潟
市
内
の
柳
江
苑
で
第

38
回
の
定
時
総
会
を
開
催
。
ご
来
賓

に
同
窓
会
長
、
新
潟
県
ボ
ー
ト
協
会

長
を
お
迎
え
し
、
顧
問
・
Ｏ
Ｂ
総
勢

16
名
の
出
席
で
し
た
。

　

総
会
は
艇
友
会
長
を
議
長
と
し
て

進
行
。
報
告
事
項
、
事
業
・
予
算
案

等
を
審
議
し
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今

回
は
役
員
改
選
の
時
期
で
も
あ
り
ま

し
た
。
昨
年
度
の
年
会
費
納
入
者
は

91
名
で
、
多
く
の
先
輩
諸
兄
の
ご
支

援
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
現
役
指

導
は
、
若
い
外
部
指
導
者
を
加
え
、

さ
ら
な
る
コ
ー
チ
支
援
を
し
た
い
こ

と
を
確
認
。
先
生
か
ら
高
校
生
の
活

動
状
況
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
勉
学

と
練
習
、
部
員
確
保
に
努
力
し
て
い

る
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

懇
親
会
は
、
中
華
料
理
を
い
た
だ

ボ
ー
ト
部
Ｏ
Ｂ
会

�

青
山
艇
友
会
定
時
総
会
開
催

会
長　

渡
辺　

研
二
（
75
回
）　　
　’67
卒

き
な
が
ら
旧
交
を
温
め
、
最
後
は
部

歌
を
歌
い
恒
例
の
「
ま
す
ら
お
」
で

締
め
て
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

▼
出
席
者
16
名

長
谷
川
義
明
（
同
窓
会
長
）、
馬
場

伸
行
（
県
ボ
ー
ト
協
会
長
）、
佐
藤

弘
朗（
顧
問
）、田
村
大
介（
顧
問
104
）、

加
藤
高
弘
（
58
）、能
登
省
三
（
59
）、

佐
藤
勝
弘
（
65
）、笠
原
紘
洋
（
68
）、

富
田
省
一
（
72
）、渡
辺
研
二
（
75
）、

大
井
峰
夫
（
76
）、水
沼
眞
一
（
78
）、

Ｏ　

Ｂ　

会　

報　

告

〈総会〉会長を議長として議案審議



青山同窓会報 平成 27 年７月10日 （10）

URL http://www.aoyama-dosokai.com/ 　　　E-mail 　niigata_aoyama@yahoo.co.jp

第  101  号

回
）
の
乾
杯
の
ご
発
声
で
開
宴
し
ま

し
た
。
続
い
て
宮
田
兼
好
（
59
回
）、

落
合
夏
樹（
60
回
）、原
正
雄（
62
回
）、

青
木
昌
巳
（
64
回
）、橋
本
修
（
70
回
）

（
敬
称
略
）
と
い
う
大
先
輩
方
か
ら

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
若
手
の
野
水
真
太
郎
君（
117
回
）

ま
で
、
各
世
代
の
皆
さ
ん
の
自
己
紹

介
、
現
況
報
告
の
た
び
に
会
場
は
万

雷
の
拍
手
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
な

か
で
も
今
年
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
日

本
選
手
権
新
潟
開
催
に
尽
力
さ
れ
た

大
橋
誠
五
（
76
回
）、
青
海
道
寛

（
72
回
）
を
中
心
と
し
た
先
輩
方
か

ら
大
い
に
気
を
吐
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
歴
代
顧
問
を
代
表
し

て
、
当
時
の
生
徒
の
様
子
を
語

ら
せ
れ
ば
右
に
出
る
者
は
い
な

い
三
浦
隆
先
生
か
ら
も
三
膳
義

久
（
79
回
）、宮
村
伸
一
（
82
回
）、

三
條
俊
彦
（
82
回
）
な
ど
の
皆

さ
ん
の
思
い
出
を
熱
く
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
三
膳

氏
は
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
５
位
の
実

績
を
持
つ
大
選
手
で
す
が
、
他

に
も
昭
和
60
年
の
小
林
義
冶
、

平
成
25
年
の
広
田
有
紀
両
選
手

の
全
国
優
勝
な
ど
、
ハ
イ
レ
ベ

ル
の
実
績
を
誇
り
ま
す
。
現
在

の
顧
問
、
遠
山
和
志
先
生
か
ら

現
役
諸
君
の
様
子
が
「
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
」
で
披
露
さ
れ
る
と
、

会
場
は
大
歓
声
に
包
ま
れ
る
と

と
も
に
画
面
の
後
輩
の
活
躍
に

注
目
の
眼
差
し
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
日
本
選
手
権
の
初
の
新
潟

開
催
、
和
歌
山
で
開
催
の
全
国
Ｉ
Ｈ

で
優
勝
を
狙
え
る
後
輩
の
存
在
、
さ

ら
に
は
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
へ
と
夢
は
続
き
ま
す
。
本
会

と
し
て
も
、
会
の
第
一
義
で
あ
る
現

役
諸
君
へ
の
支
援
を
よ
り
強
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
今
年
も
８
月
に
「
青
山
競

技
部
」
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
の
開
催
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ

Ｇ
の
皆
様
の
ご
出
席
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

　

毎
年
8
月
14
日
は
、
石
崎
先
生
を

は
じ
め
多
く
の
懐
か
し
い
顔
に
会
え

る
１
日
。
我
が
青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ク
ラ
ブ
（
旧
軟
式
庭
球
部
）
の
Ｏ
Ｂ

会
と
し
て
、
チ
ー
ム
対
抗
の
テ
ニ
ス

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
と
総
会
を
兼
ね
た
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
る
日
で
あ
る
。
昼

間
の
チ
ー
ム
対
抗
戦
は
、
現
役
高
校

生
か
ら
、
卒
業
し
た
ば
か
り
の
大
学

生
、
卒
業
し
て
か
ら
数
十
年
の
方
々

ま
で
、
本
当
に
幅
広
い
年
齢
の
方
々

が
全
国
か
ら
集
ま
る
。

　

私
自
身
も
、
新
潟
高
校
を
卒
業
し

て
か
ら
早
く
も
20
年
余
り
が
経
ち
、

新
潟
を
離
れ
て
か
ら
の
年
月
の
ほ
う

が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
の
日
ば
か
り

は
な
る
べ
く
都
合
を
つ
け
て
Ｏ
Ｂ
会

に
参
加
し
て
い
る
。

　

高
校
生
の
時
は
、
日
焼
け
で
真
っ

黒
に
な
り
な
が
ら
毎
日
コ
ー
ト
を
駆

け
回
っ
て
い
た
が
、
今
は
ほ
と
ん
ど

テ
ニ
ス
を
や
る
機
会
も
な
く
、
あ
ま

り
に
打
て
な
い
た
め
に
珍
プ
レ
ー
の

数
々
。そ
れ
で
も
チ
ー
ム
対
抗
戦
で
、

み
ん
な
と
和
気
あ
い
あ
い
と
プ
レ
ー

で
き
る
の
は
楽
し
い
も
の
。
往
年
の

名
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
今
で
も
若
者
に
負

け
じ
と
好
プ
レ
ー
を
す
る
。
現
役
高

校
生
の
溌
剌
と
し
た
プ
レ
ー
は
見
て

い
て
気
持
ち
が
良
い
。
こ
う
し
て
１

日
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
か
な
り
の

青
山
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
102
回
卒

河
野
有
花
子
（
102
回
）　　
　’94
卒

疲
労
で
翌
日
に
は
筋
肉
痛
に
苦
し
む

こ
と
に
な
る
。

　

昼
間
に
頑
張
っ
た
分
、
夜
の
懇
親

会
で
い
た
だ
く
お
酒
は
格
別
。
昼
の

部
よ
り
も
年
齢
層
が
ぐ
っ
と
上
が

り
、
こ
ち
ら
で
も
様
々
な
年
代
の

方
々
と
交
流
で
き
る
。
ど
ん
な
方
に

も
高
校
時
代
の
苦
い
思
い
出
、
楽
し

い
思
い
出
が
あ
り
、
色
々
な
話
が
で

て
話
題
が
尽
き
な
い
。
宴
も
た
け
な

じ
め
と
す
る
４
人
の
Ｏ
Ｇ
の
出
席
も

あ
り
ま
し
た
。

　

昭
和
40
年
頃
ま
で
は
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
の
で
き
る
天
井
の
高
い
屋
内

体
育
館
は
少
な
く
て
、
当
時
は｢

排

球｣

と
も
呼
ば
れ
て
、
屋
外
で
の
ス

ポ
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す

か
ら
、
試
合
前
の
ト
ス
で
風
上
の

コ
ー
ト
を
選
ぶ
か
、
太
陽
を
背
に
し

た
コ
ー
ト
を
選
ぶ
か
は
重
要
な
問
題

で
し
た
。
昭
和
44
年
に
私
が
入
学
し

た
新
潟
高
校
は
、
昭
和
39
年
に
開
催

さ
れ
た
国
体
の
レ
ス
リ
ン
グ
会
場

だ
っ
た
た
め
、
体
育
館
は
バ
ス
ケ
ッ

ト
コ
ー
ト
を
２
面
と
れ
る
天
井
も
高

く
て
立
派
な
体
育
館
で
し
た
。
ま
た

滝
沢
が
在
学
当
時
に
は
、
校
舎
の
北

側
に
屋
外
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
４

面
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
り
、
バ
レ
ー
部
の
夏
の

合
宿
で
は
泥
だ
ら
け
に
な
っ
た
り
し

た
の
が
良
き
思
い
出
で
す
。
ま
た
近

い
う
ち
に
、
東
京
青
山
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
を
開
催
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の

際
は
、
是
非
多
数
の
ご
参
加
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
26
年
８
月
９
日
、「
青
山
競

技
部
」
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
総
会
が
ホ
テ

ル
イ
タ
リ
ア
軒
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
は
、
伝
統
あ
る
青
山
陸
上

Ｏ
Ｂ
会
の
再
出
発
と
言
え
る
も
の

で
、
旧
制
中
学
時
代
か
ら
の
大
先

輩
諸
氏
か
ら
卒
業
し
た
て
の
諸
君

ま
で
が
一
堂
に
会
す
る
と
い
う
も

「
青
山
競
技
部
」
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会

幹
事
長　

桜
井　

仰
介
（
81
回
）　　
　’73
卒

の
で
す
が
、
初
回
の
今
回
は
45
名

の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。
会
場
は

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
、

往
年
の
名
選
手
た
ち
が
大
阪
、
静

岡
を
は
じ
め
全
国
各
地
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
高
山
俊
彦
会
長
（
78
回
）

の
挨
拶
、
そ
し
て
ご
出
席
の
最
年
長

で
名
誉
会
長
で
あ
る
若
槻
馨
氏
（
56
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わ
の
中
、
大
丈
夫
斉
唱
で
会
を
締
め

く
く
る
。
こ
ん
な
風
に
良
い
雰
囲
気

で
毎
年
Ｏ
Ｂ
会
が
開
催
さ
れ
る
の

は
、
諸
先
輩
（
特
に
運
営
に
携
わ
っ

て
き
た
方
々
）
の
お
か
げ
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
て
感
謝
し
た
い
。

　

現
在
、
私
は
東
京
に
住
ん
で
い
る

が
、
高
校
時
代
の
仲
間
や
先
輩
、
後

輩
が
け
っ
こ
う
東
京
近
郊
に
住
ん
で

い
る
。
同
郷
の
、
し
か
も
同
じ
部
活

で
汗
を
流
し
た
仲
間
と
い
う
の
は
貴

重
だ
。
時
に
は
東
京
の
居
酒
屋
で
集

ま
る
こ
と
も
あ
る
。
お
酒
を
酌
み
交

わ
し
、
懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
く
。

そ
れ
も
こ
れ
も
、
新
潟
高
校
の
つ
な

が
り
が
あ
っ
て
こ
そ
。
い
つ
ま
で
も

こ
う
し
た
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

総
会

　

平
成
26
年
８
月
16
日
、
平
成
26
年

度
総
会
が
新
潟
市
の
白
山
会
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
平
成
26
年
2
月

に
以
前
20
年
に
渡
り
監
督
を
務
め
ら

れ
た
田
辺
先
生
な
ど
、
青
山
剣
友
会

の
縁
の
深
い
方
が
物
故
さ
れ
た
こ
と

も
あ
り
、
白
山
神
社
本
殿
で
慰
霊
祭

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

慰
霊
祭
に
は
会
員
40
名
程
度
が
参

列
し
、
お
祓
い
の
後
、
順
に
玉
ぐ
し

を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
総
会
で
は
平
成
25
年

度
会
計
報
告
を
行
い
、
会
計
係
の

坂
上
結
希
氏
（
103
回
）
か
ら
決
算

説
明
が
あ
り
、
ま
た
、
会
計
監
査

の
松
本
一
志
氏
（
94
回
）
が
当
日

欠
席
の
た
め
、
事
前
に
監
査
さ
れ

た
報
告
を
事
務
局
で
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

剣
道
部
Ｏ
Ｂ
会　

平
成
26
年
度
の
活
動
報
告

青
山
剣
友
会　

事
務
局
代
表　
　

滝
沢　

俊
一
（
104
回
）　　
　’96
卒

任
期
満
了
に
よ
る
役
員
改
選
も
行

い
、
新
会
長
に
吉
田
至
夫
氏
（
79

回
）、
副
会
長
に
荻
荘
則
幸
氏
（
83

回
）
と
、
町
田
一
越
氏
（
95
回
）

を
選
出
い
た
し
ま
し
た
。　

総
会

に
引
き
続
き
、
懇
親
会
と
な
り
、
物

故
者
を
偲
び
つ
つ
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
剣
友
会
応
援
団
長
の
宗

村
信
明
氏
（
88
回
）
の
応
援
指
導
で
、

様
々
な
応
援
歌
の
ご
披
露
と
、
丈
夫

の
斉
唱
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
新
副
会
長
の
町
田
一
越
氏
（
95

回
）
の
万
歳
三
唱
に
よ
り
、
盛
会
の

う
ち
に
締
め
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
午
前
中
、
Ｏ
Ｂ
・
母
校

現
役
剣
道
部
員
に
よ
る
合
同
稽
古
が

新
潟
高
校
剣
道
場
で
行
わ
れ
、
大
先

輩
か
ら
大
学
生
総
勢
42
名
に
よ
る
気

合
い
の
入
っ
た
稽
古
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

新
年
会

　

１
月
２
日
、
平
成
27
年
新
年
会
が

新
潟
市
の
イ
タ
リ
ア
軒
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
吉
田
会
長
を
は
じ
め
28

名
の
会
員
が
集
い
、
和
や
か
に
新
年

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
今
回
も
８
月

の
総
会
に
続
き
若
手
会
員
が
多
数
参

加
し
、賑
や
か
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
午
前
中
に
母
校
新
道
場
で
行

わ
れ
た
新
年
初
稽
古
会
は
、
多
く
の

参
加
を
い
た
だ
き
、
総
勢
54
名
の
現

役
生
・
Ｏ
Ｂ
が
寒
い
中
、
気
合
い
と

熱
の
こ
も
っ
た
、
充
実
し
た
稽
古
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

母
校
剣
道
部
と
Ｏ
Ｂ
の
合
同
稽
古
会

　

毎
月
１
回
、
新
潟
高
校
剣
道
場
に

て
現
役
生
・
Ｏ
Ｂ
を
始
め
一
般
の
参

加
で
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
活
躍

　

平
成
26
年
11
月
23
日
、
新
潟
市
黒

埼
地
区
総
合
体
育
館
で
新
潟
県
実
業

団
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

個
人
50
歳
代
の
部
で
荻
荘
誠
選
手

（
87
回
）
が
3
位
、
団
体
２
部
で
日

産
プ
リ
ン
ス
新
潟
販
売
＆
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ソ

ル
コ
合
同
チ
ー
ム
（
中
堅
98
回
新
井

信
洋
選
手
・
大
将
95
回
町
田
一
越
選

手
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

同　

期　

会　

報　

告

四
六
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ神

林　

裕
（
79
回
）　　
　’71
卒

る
者
も
見
当
た
ら
な
い
。
笑
顔
と
お

互
い
励
ま
し
あ
っ
て
「
春
の
四
六
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
の
テ
ィ
ー
オ
フ
で

あ
る
。

　

１
９
８
７
年
12
月
、
吉
田
至
夫
、

佐
々
木
隆
輔
両
君
が
再
会
を
機
に
忘

年
会
（
飲
み
会
？
）
を
行
っ
た
の
が

「
四
六
会
」（
昭
和
46
年
卒
）
の
起
源

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
「
四
六
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
は
10
年

後
の
１
９
９
７
年
７
月
。
以
降
は
春
、

秋
の
年
２
回
開
催
で
、
秋
の
コ
ン
ペ

を
津
川
Ｃ
Ｃ
と
し
、
プ
レ
ー
後
は
泊

り
が
け
で
「
秋
の
茸
鍋
」
を
つ
つ
い

て
の
表
彰
式
、
宴
会
、
カ
ラ
オ
ケ
、

麻
雀
と
中
年
オ
ヤ
ジ
の
定
番
１
泊
ゴ

ル
フ
と
な
っ
て
お
り
、
今
で
も
続
い

て
い
る
。
プ
レ
ー
後
の
表
彰
式
（
酒

宴
？
）
に
は
毎
回
ゴ
ル
フ
不
参
加
者

も
集
ま
り
再
会
を
祝
し

盃
を
交
わ
し
て
い
る
。

　

こ
の
会
の
大
き
な
特

色
は
賞
品
に
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。
選
り
す
ぐ
っ
た
地

場
野
菜
で
あ
る
。
新
潟

ク
ボ
タ
鈴
木
専
務
の
選

ん
だ
野
菜
は
絶
品
で
あ

る
。
因
み
に
今
回
の
優

勝
者
、
関
川
壽
郞
の
賞

品
は
「
春
の
山
菜
セ
ッ

ト
」
で
仕
入
れ
先
ま
で

遡
れ
る
見
事
な
も
の
で

あ
っ
た
。
小
生
は
欲
し

か
っ
た
「
ア
ス
パ
ラ
」

　

２
０
１
５
年
４
月
19
日
（
日
）、

午
前
９
時
50
分
、
晴
天
の
新
津
Ｃ
Ｃ

に
集
え
し
16
名
。満
開
の
桜
咲
く
中
、

ス
タ
ー
ト
し
て
い
く
様
子
は
久
し
振

り
の
再
会
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
モ
ー
ド
。

緊
張
す
る
者
も
集
中
力
を
高
め
て
い

が
入
っ
て
お
り
、
そ
れ
だ
け
で
愛
妻

へ
の
貢
物
と
し
て
評
価
し
て
も
ら
え

る
逸
品
で
あ
っ
た
。
ま
た
今
回
も
２

次
会
の
酒
宴
だ
け
参
加
す
る
者
も
多

数
い
た
。
79
期
と
し
て
は
、
こ
の
コ

ン
ペ
を
６
月
14
日
の
「
青
山
ゴ
ル
フ

会
」
練
習
ラ
ウ
ン
ド
と
位
置
付
け
優

勝
に
向
け
必
勝
を
期
す
も
の
で
あ
る
。

　

小
泉
仲
之
君
「
市
議
会
議
員
選
挙

連
続
ト
ッ
プ
当
選
」
と
い
う
慶
事
が

有
り
５
月
23
日
夜
に
再
び
祝
宴
が
開

か
れ
た
の
で
あ
る
。
14
人
集
ま
り
２

次
会
ま
で
盛
り
上
っ
た
が
、
と
に
か

く
宴
会
が
好
き
で
、
何
時
も
何
か
理

由
を
探
し
て
い
る
感
じ
も
す
る
。

　

元
気
で
絆
の
固
さ
は
喜
ば
し
い
事

で
あ
る
は
が
健
康
に
も
留
意
し
、
長

く
続
く
「
四
六
会
」
で
あ
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
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乗
船
も
岩
船
港
か
ら
で
高
速
船
で

１
時
間
、
フ
ェ
リ
ー
で
１
時
間
半
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
も
完
備
、
下
水
道

普
及
率
も
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
で

快
適
な
生
活
環
境
に
な
り
、
観
光

シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
人
で
賑

わ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

私
が
最
後
に
訪
れ
た
の
は
恩
師

や
先
輩
と
一
緒
に
平
成
11
年
の
６

月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
10
回
卒

の
脇
川
久
春
さ
ん
が
粟
島
浦
村
の

助
役
に
就
任
さ
れ
た
こ
ろ
で
、
観

光
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
お
ら

れ
、
島
の
特
産
真
竹
を
使
っ
て
竹

炭
を
焼
く
プ
ラ
ン
ト
の
建
設
や
観

光
遊
歩
道
の
整
備
、
ま
た
温
泉
も

掘
削
中
で
、
役
場
庁
舎
近
く
に
入

浴
施
設
を
建
設
中
で
し
た
。
あ
れ

か
ら
も
う
15
年
、
当
時
の
人
達
も

現
役
を
引
退
、
新
し
い
人
た
ち
の

時
代
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
後
も

観
光
面
に
力
を
入
れ
、
昔
島
に
住

ん
で
い
た
馬
の
飼
育
の
復
活
や
、

島
特
産
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
使
っ
た

焼
酎
造
り
な
ど
話
題
を
提
供
し
て

頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
の

機
会
に
地
区
の
仲
間
に
声
を
掛

け
、
温
泉
に
浸
か
り
、
新
鮮
な
海

の
幸
と
ワ
ッ
パ
煮
を
肴
に
、
恩
師

を
囲
み
島
の
人
達
と
、
イ
モ
焼
酎

で
一
杯
や
り
な
が
ら
思
い
出
話
が

出
来
た
ら
最
高
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思

え
て
き
ま
し
た
。

　

自
然
の
良
さ
を
残
し
た
島
の
発
展

を
願
い
な
が
ら
。

　

校
舎
の
前
庭
に
「
ふ
な
び
と
は　

は
や
こ
ぎ
い
で
よ
」
の
歌
碑
が
立
つ

秋
艸
道
人
會
津
八
一
（
７
回
）
は
、

今
年
11
月
21
日
に
第
60
回
忌
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
遺
墨
、
遺
品
等
を
伝
え

る
會
津
八
一
記
念
館
も
、
去
る
４
月

１
日
で
開
館
40
周
年
と
な
り
ま
し

た
。
記
念
館
は
当
時
新
潟
日
報
社
長

だ
っ
た
小
柳
胖
氏
（
35
回
）
が
中
心

と
な
っ
て
実
現
し
、
現
在
の
館
長
は

元
大
阪
大
学
教
授
で
美
学
の
権
威
の

神
林
恒
道
氏
（
65
回
）
で
す
。
昨
年

８
月
に
、
寄
居
浜
近
く
か
ら
信
濃
川

右
岸
の
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
に
移
り
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
で
會
津
八
一
に
関
わ
る
会

が
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。「
秋
艸
会
」

と
い
い
、
目
下
、
私
が
会
長
を
仰
せ

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
21
年
７
月

新
潟
日
報
に
入
社
し
て
配
属
さ
れ
た

の
が
、
発
刊
間
も
な
い
「
夕
刊
ニ
ヒ

ガ
タ
」
で
、
社
長
が
會
津
先
生
で
し

た
。
月
に
一
度
ぐ
ら
い
か
、
着
流
し

で
編
集
室
に
現
わ
れ
て
、
紙
面
に
つ

い
て
叱
り
、
あ
る
い
は
古
今
東
西
の

文
化
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
そ
の
ご

縁
で
身
の
程
知
ら
ず
に
も
席
を
汚
し

て
い
ま
す
。

　

と
言
う
わ
け
で
、
今
更
と
は
思
い

特　

別　

寄　

稿

「
秋
艸
会
」
へ
の
お
誘
い

上
村　

光
司
（
50
回
）　　
　’43
卒

ま
す
が
秋
艸
会
の
現
状
に
つ
い
て
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
１
）　

会
報
「
秋
艸
」
発
刊
＝
會
津

八
一
研
究
に
か
か
わ
る
論
文
や
著
作

の
紹
介
▽
会
員
の
自
由
寄
稿
▽
會
津

八
一
記
念
館
の
事
業
予
告
、
内
容
報

告
な
ど
。
Ｂ
５
版
30
ペ
ー
ジ
前
後
、

年
２
回
発
行
。

（
２
）　

秋
艸
道
人
忌
＝
毎
年
11
月
21

日
、
瑞
光
寺
（
新
潟
市
西
堀
通
３
）

で
法
要
の
ほ
か
講
和
な
ど
。

（
３
）　

研
修
旅
行
＝
年
に
１
、
２

回
。
會
津
八
一
ゆ
か
り
の
地
、
美

術
館
な
ど
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
貸

切
り
バ
ス
で
日
帰
り
が
多
い
。
見

学
先
の
方
々
の
説
明
が
丁
寧
で
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

（
４
）　

会
費
年
２
，０
０
０
円
。

　

率
直
に
言
っ
て
會
津
八
一
の
書

は
、
習
字
の
お
手
本
と
は
全
く
別
次

元
で
す
か
ら
取
っ
付
き
に
く
い
。
私

も
50
年
余
り
、
ポ
ツ
リ
ポ
ツ
リ
と
先

生
の
書
を
眺
め
て
い
く
に
つ
れ
、
そ

の
凄
さ
、
そ
の
妙
を
私
な
り
に
知
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
も
見
る

た
び
に
新
発
見
が
あ
る
思
い
で
す
。

　

と
に
か
く
接
し
て
み
て
、
時
が
熟

す
る
こ
と
が
鍵
な
の
だ
ろ
う
と
、
実

感
し
て
い
ま
す
。
も
し
も
ま
だ
會
津

八
一
に
遠
か
っ
た
方
は
、
お
つ
い
で

の
時
に
會
津
八
一
記
念
館
に
寄
っ
て

作
品
に
接
し
、
受
付
で
「
秋
艸
会
に

入
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

甚
で
す
。

　

記
念
館
、
秋
艸
会
の
所
番
地
と
電

話
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

〒
９
５
０

－

０
０
８
８

　

新
潟
市
中
央
区
万
代

　

３

－

１

－

１

　

新
潟
日
報
メ
デ
ィ
ア
シ
ッ
プ
５
階

　

新
潟
市
會
津
八
一
記
念
館
内

　

電
話

　

０
２
５

－

２
８
２

－

７
６
１
２

　

通
信
制
同
窓
の
皆
様
お
元
気
で

し
ょ
う
か
。

　

私
は
３
年
ほ
ど
前
か
ら
、
足
の

し
び
れ
を
感
じ
検
査
を
受
け
た
と

こ
ろ
、
脊
柱
管
腰
部
狭
窄
症
と
診

断
さ
れ
、
そ
の
為
、
出
歩
く
の
が

億
劫
に
な
り
、
青
山
同
窓
会
総
会

も
し
ば
ら
く
欠
席
致
し
て
お
り
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
、
通
信
８
回
卒

の
高
橋
さ
ん
か
ら
、
青
山
同
窓
会

報
に
一
筆
書
か
な
い
か
の
電
話
を

頂
き
、
同
窓
生
の
動
き
も
さ
っ
ぱ

り
掴
め
ぬ
ま
ま
、
何
年
振
り
か
で

原
稿
用
紙
と
向
き
合
う
羽
目
に
な

り
ま
し
た
。
そ
ん
な
折
、
テ
レ
ビ

の
ニ
ュ
ー
ス
で
粟
島
の
観
光
客
誘

致
の
た
め
、渡
航
船
の
乗
船
料
割
引

粟
島
訪
問
の
想
い
出

牧
野　

榮
策
（
通
11
回
）　　
　’69
卒

の
話
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

粟
島
浦
村
に
は
、
通
信
制
の
同
窓

生
が
何
名
か
お
ら
れ
、
在
学
中
に
粟

島
巡
回
指
導
学
習
の
時
や
、
新
発
田

支
部
の
交
流
会
・
阿
賀
北
地
区
同
窓

生
の
懇
親
会
等
で
、
幾
度
か
島
を
訪

れ
同
窓
生
の
人
達
に
お
世
話
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

初
め
て
粟
島
を
訪
ね
た
の
は
昭

和
40
年
頃
で
、
汽
船
も
新
潟
西
港

か
ら
の
出
航
で
、
島
ま
で
３
時
間

位
掛
か
っ
た
よ
う
に
記
憶
し
て
お

り
ま
す
。
そ
の
頃
の
島
は
、
電
気

も
水
も
貴
重
で
消
灯
は
９
時
、
風

呂
も
汗
を
流
す
程
度
で
、
島
は
竹

林
が
多
く
、
夏
の
夜
は
蚊
帳
な
し

で
は
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
は
、
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＊
26
年
度
成
績
上
位
者

　

前
期
８
月
９
日
（
土
）

　
　

優　

勝　

中
野
祥
孝（
102
回
）

　
　

準
優
勝　

飯
塚
良
彦（
旧
職
員
）

　
　

３　

位　

小
林
啓
志（
66
回
）

　

後
期
２
月
８
日
（
日
）

　
　

優　

勝　

佐
藤　

彬（
71
回
）

　
　

準
優
勝　

西
脇
知
哉（
101
回
）

　
　

３　

位　

飯
塚
良
彦（
旧
職
員
）

＊
連
絡
先

　

０
２
５
（
３
８
６
）
１
５
６
０

　

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用

　

青
山
烏
鷺
の
会
事
務
局
齋
藤
繁
夫

　

入
会
ご
希
望
の
方
は
事
務
局
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
名
称　

青
山
烏う

鷺ろ

の
会

＊
会
長　

長
谷
川
義
明　

同
窓
会
長

＊
会
員
数　

現
在
25
人

＊�

会
員
資
格　

青
山
同
窓
生
と
現
・
旧

職
員
お
よ
び
会
員
の
推
薦
あ
る
方

＊
今
年
度
例
会

　

前
期　

27
年
８
月
９
日
（
日
）

　

後
期　

28
年
２
月
13
日
（
土
）

＊�

会
場　

新
潟
会
館
（
中
央
区
幸
西

３

－

３

－

１
）

＊
日
程
と
会
費

　

�

烏
鷺
の
会　

昼
食
付
き
二
千
円　

10
時
〜
15
時
半　

対
局
数　

四
局

　

�

懇
親
会　

飲
み
放
題
四
千
円　

15

時
半
〜
17
時
半

　

片
方
の
み
の
参
加
も
可
。

青
山
烏
鷺
の
会
27
年
度
ご
案
内

齋
藤
繁
夫
（
旧
職
員
・
77
回
）　　
　’69
卒

　

わ
が
母
校
「
靑
山
」
は
、
す
ば
ら

し
き
仲
間
た
ち
の
宝
庫
で
あ
る
。
第

61
回
生
か
ら
一
昨
年
の
佐
々
木
繁
君

（
産
婦
人
科
医
・
元
新
潟
県
医
師
会

会
長
・
元
日
本
医
師
会
副
会
長
）
の

旭
日
小
綬
章
受
章
に
次
い
で
、
本
年

度
春
の
叙
勲
で
待
望
し
て
止
ま
な

か
っ
た
長
谷
川
義
明
君
（
元
新
潟
市

長
・
靑
山
同
窓
会
会
長
・
全
国
良
寛

会
会
長
）
が
、
同
じ
く
旭
日
小
綬
章

受
章
に
輝
い
た
。
４
月
29
日
付
け
新

潟
日
報
朝
刊
の
顔
写
真
を
見
て
、
待

ち
ぼ
う
け
の
日
頃
の
不
満
も
吹
き
飛

ん
だ
。
７
時
を
待
ち
き
れ
ず
に
お
祝

い
の
電
話
を
入
れ
て
た
の
だ
が
、
歳

の
せ
い
か
思
わ
ず
涙
が
出
て
絶
句
し

て
し
ま
っ
た
。
多
く
の
内
圧
・
外
圧

に
耐
え
に
耐
え
抜
い
て
の
遅
ま
き
の

受
章
に
て
か
、
ほ
っ
と
安
堵
さ
れ
た

空
気
を
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

す
ば
ら
し
き
仲
間
た
ち

小
杉　

秀
一
（
61
回
）　　
　’53
卒

　

叙
勲
・
褒
章
・
大
臣
表
彰
ば
か

り
が
、
人
の
値
打
ち
を
決
め
る
こ

と
で
は
な
い
と
誰
し
も
思
う
。
わ

が
61
回
生
に
は
、
そ
れ
に
遜
色
な

い
社
会
貢
献
の
著
し
い
方
々
が
、

各
界
に
輩
出
し
て
い
て
枚
挙
の
い

と
ま
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
す
ば

ら
し
い
仲
間
が
限
り
な
く
多
く
お

ら
れ
る
こ
と
に
、
驚
く
と
同
時
に

心
か
ら
敬
意
を
表
し
た
い
。

　

長
谷
川
君
と
は
、
そ
れ
に
負
け
な

い
す
ば
ら
し
い
共
通
の
仲
間
を
持
っ

て
い
る
。
縦
の
仲
間
の
靑
山
排
球
部

で
あ
る
。
諸
先
輩
の
猛
烈
な
し
ご
き

に
生
き
残
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
、
非
力

で
は
あ
っ
た
が
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
と
下
級
生
の
急
成
長
の
も
と
、
宿

願
の
全
国
大
会
出
場
切
符
を
掴
ん
だ

の
で
あ
る
。
忘
れ
も
し
な
い
昭
和
27

年
９
月
、
第
７
回
秋
季
国
民
体
育
大

会
・
み
ち
の
く
大
会
山
形
分
会
場
の

土
を
一
緒
に
踏
ん
だ
仲
間
で
あ
る
。

全
国
大
会
３
連
続
出
場
と
な
る
排
球

部
の
卒
業
写
真
を
見
て
い
る
と
、
叙

勲
・
褒
章
な
ど
に
推
薦
し
た
い
メ
ン

バ
ー
が
確
実
に
４
～
５
人
も
い
る
。

す
で
に
受
勲
さ
れ
た
望
月
彰
先
生

（
第
48
回
卒
）
と
長
谷
川
君
を
入
れ

て
14
～
５
人
中
、
５
～
６
人
も
い
る

な
ん
て
凄
い
と
思
う
。
そ
ん
な
チ
ー

ム
の
一
員
と
な
れ
た
こ
と
は
、
何
も

の
に
も
代
え
が
た
い
宝
物
で
あ
る
。

　

折
々
の
場
面
で
苦
況
に
立
っ
た
と

き
、
あ
る
い
は
新
し
い
挑
戦
を
思
い

立
っ
て
身
震
い
す
る
と
き
、
わ
が
仲

間
た
ち
を
思
い
浮
か
べ
、
勇
気
を
振

り
絞
り
、
と
き
に
は
素
直
に
助
け
を

求
め
て
来
た
こ
と
を
思
い
出
す
。
今

日
ま
で
生
き
な
が
ら
え
て
来
れ
た
の

も
、
す
ば
ら
し
き
仲
間
た
ち
か
ら
頂

い
た
有
形
無
形
の
ご
支
援
の
お
蔭
げ

と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

　

わ
が
期
は
八
十
路
に
入
っ
た
。
こ

れ
ま
で
滅
私
奉
公
よ
ろ
し
く
わ
れ
わ

れ
仲
間
を
と
り
ま
と
め
て
く
れ
た
の

が
、
新
潟
代
表
幹
事
の
江
口
良
助
君

（
新
潟
水
泳
協
会
顧
問
・
靑
山
同
窓

会
監
事
）
で
あ
る
。
補
佐
役
は
時
折

り
交
代
す
る
が
、
お
よ
そ
半
世
紀
の

永
き
に
わ
た
る
律
子
夫
人
（
靑
山
第

63
回
生
）
の
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

支
援
に
対
し
、
改
め
て
感
謝
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
と
、
池
政
栄
先
生
語
録
を
思
い

出
し
た
。「
も
う
だ
め
だ
、
と
思
う

向
こ
う
に
道
が
あ
る
」
さ
あ
、
あ
と

残
り
少
な
い
人
生
だ
。
す
ば
ら
し
き

仲
間
た
ち
に
あ
や
か
り
、
明
る
く
、

楽
し
く
、
元
気
で
働
い
て
い
こ
う
。

必
ず
道
は
拓
け
る
さ
！

海
外
の
同
窓
生
だ
よ
り

ネ
パ
ー
ル
在
勤
の
高
校
同
期
、同
窓
生
を
訪
ね
て

渡
辺　

毅
之
（
72
回
）
’64
卒

　

エ
ベ
レ
ス
ト
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
等
、
世

界
有
数
の
山
を
擁
す
る
ネ
パ
ー
ル
・

カ
ト
マ
ン
ズ
郊
外
で
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
８
の
大
地
震
が
発
生
。

今
現
在
、
６
，０
０
０
人
を
超
え
る

死
者
が
出
て
い
る
様
子
。

　

小
生
、
昨
年
８
月
、
当
地
に
赴
任

す
る
青
山
同
期
生
の
梅
田
君
を
訪

ね
、
当
地
に
行
っ
た
経
緯
が
あ
る
。

彼
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
仕
事
で
、
現
地
の
河

川
、
道
路
、
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
企
画
、

設
計
に
従
事
。

　

訪
れ
た
ネ
パ
ー
ル
、
世
界
最
貧
国

の
一
つ
と
言
わ
れ
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の

街
並
は
、崩
れ
か
か
っ
た
よ
う
な
３
、

４
階
建
て
の
ビ
ル
等
が
、
デ
コ
ボ
コ

の
沿
道
に
軒
を
連
ね
て
い
た
。
し
か

し
、
多
く
の
人
々
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の

熱
心
な
信
者
で
、
極
め
て
穏
や
か
な

人
柄
。
訪
れ
る
多
く
の
日
本
人
が
親

し
み
を
感
じ
、
そ
の
ま
ま
住
み
つ
く

人
も
多
数
。
日
本
人
経
営
の
ラ
ー
メ

ン
店
や
、
日
本
料
理
店
も
数
多
く

あ
っ
た
。
歴
史
の
あ
る
王
宮
や
ヒ
ン

ズ
ー
教
寺
院
等
、
見
ど
こ
ろ
も
多
数

あ
り
、
カ
レ
ー
を
主
と
す
る
ス
パ
イ

シ
ー
な
料
理
も
か
な
り
お

い
し
か
っ
た
。

　

今
回
の
震
源
地
の
「
ポ

カ
ラ
」
と
言
う
町
も
訪
れ

た
が
、
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山

（
７
～
８
，０
０
０
ｍ
）
を

擁
す
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
連
峰
山

麓
の
街
で
、
ま
ち
な
か
に

大
き
な
湖
が
あ
り
、
湖
面

に
そ
の
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
山

が
映
え
て
い
た
。
そ
の
ヒ

マ
ラ
ヤ
や
エ
ベ
レ
ス
ト
等

に
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
訪
れ

る
日
本
人
や
欧
米
人
も
多

く
、
雪
崩
、
崖
崩
れ
等
に

ネパール料理店での写真
（左、石黒夫妻、右奥、梅田君、右手前、小生）

叙勲された長谷川義明会長
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よ
る
被
害
も
発
生
。

　

帰
国
前
夜
、
現
地
の
プ
ラ
ン
ト
関

係
の
日
系
会
社
の
社
長
で
、
青
山
一

期
後
輩
の
石
黒
夫
妻
と
、
梅
田
君
と

共
に
、
ネ
パ
ー
ル
料
理
店
で
、
夕
食

を
共
に
し
た
。
石
黒
君
は
大
成
建
設

勤
務
時
代
に
、エ
ベ
レ
ス
ト
を
登
頂
。

そ
の
後
、
冒
険
家
・
三
浦
雄
一
郎
氏

の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
を
サ
ポ
ー
ト
。

青
山
学
術
文
化
講
演
会
で
講
演
し
た

事
も
あ
る
。
ワ
イ
ン
等
を
痛
飲
。
心

許
せ
る
青
山
同
窓
生
、
同
期
生
同
志

で
、
愉
快
で
有
意
義
な
一
時
を
過
ご

し
た
。
そ
の
２
人
の
同
期
生
、
後
輩

か
ら
、
幸
い
無
事
と
の
メ
ー
ル
が
届

い
て
い
る
。

　

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
各
地
で

活
躍
す
る
青
山
同
窓
生
。
彼
ら
の
奮

闘
に
、
声
援
を
送
り
た
い
。

　

火
坂
雅
志
さ
ん
と
は
昨
年
10
月
10

日
お
会
い
し
た
の
が
最
後
と
な
り
ま

し
た
。
新
潟
市
仏
教
会
主
催
の
講
演

会
の
前
に
、
ス
タ
ッ
フ
の
方
の
許
し

を
得
て
講
師
控
室
に
突
然
お
邪
魔
し

た
の
で
す
。
短
い
時
間
で
し
た
が
快

く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
道
の
達
人
、
つ
ま
り
プ
ロ
中

の
プ
ロ
が
よ
く
口
に
す
る
よ
う
に

「
ひ
と
つ
大
き
な
こ
と
を
や
る
と
、

歴
史
小
説
家

火
坂
雅
志
（
83
回
）
の
急
逝
を
悼
む

旧
職
員　

上
杉　

雅
之
（
60
回
）
’52
卒

追　

悼　

文

次
を
考
え
、
し
や
に
む
に
や
ら
ね
ば

と
い
う
気
に
な
り
ま
す
ね
。」「
あ
な

た
な
ら
や
れ
る
。
体
に
気
を
つ
け
て

ね
」
こ
ん
な
や
り
と
り
で
し
た
。
彼

の
前
向
き
な
姿
勢
を
心
強
く
思
い
ま

し
た
。

お
別
れ
の
こ
と
ば

　

越
後
の
大
河
信
濃
川
に
生
ま
れ

た
鮭
の
稚
魚
が
悠
々
た
る
大
海
に

出
、
大
き
く
成
長
し
た
後
、
故
郷

の
水
の
香
を
求
め
て
川
を
の
ぼ
っ

て
き
ま
す
。

　

中
川
雅
志
君
（
火
坂
雅
志
氏
）
は

関
屋
中
学
校
か
ら
私
の
母
校
新
潟
高

等
学
校
に
入
学
。在
学
中
の
３
年
間
、

勉
強
の
か
た
わ
ら
詩
や
コ
ン
ト
な
ど

を
地
元
の
新
潟
日
報
紙
に
投
稿
。
母

校
で
教
師
と
し
て
英
語
を
教
え
て
い

た
私
が
最
終
学
年
の
３
年
７
組
ク
ラ

ス
担
任
と
し
て
彼
と
共
に
学
ぶ
よ
う

に
な
り
、
私
の
好
き
な
宮
沢
賢
治
の

い
ろ
ん
な
作
品
に
つ
い
て
彼
と
よ
く

語
り
合
っ
た
も
の
で
し
た
。
な
か
な

か
の
文
学
少
年
で
、
特
に
３
年
生
の

時　

新
潟
日
報
紙
上
で
彼
の
作
品
の

掲
載
が
も
っ
と
も
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

32
才
で
作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
時
に

は
、
デ
ビ
ュ
ー
作
「
花か

月げ
つ

秘ひ

拳け
ん

行こ
う

」

を
（
拳
法
の
使
い
手
と
し
て
の
西
行

を
描
い
た
作
品
）
早
々
と
私
に
贈
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

や
が
て
中
央
の
文
壇
で
注
目
さ
れ

る
大
作
を
次
々
に
発
表
。
ふ
る
さ
と

を
こ
よ
な
く
愛
す
る
彼
は
約
10
数
年

前
、
徳
川
家
康
の
隠
し
参
謀
「
黒
衣

の
宰
相
」
を
、
次
い
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
の
原
作
「
天
地
人
」
を
新
潟

日
報
紙
上
に
発
表
し
た
の
で
す
。

　

火
坂
雅
志
氏
の
こ
の
快
挙
は
、
彼

が
ふ
る
さ
と
の
香
を
慕
っ
て
戻
っ
て

き
た
か
っ
た
地
元
越
後
に
新
潟
日
報

紙
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
達
成
さ
れ
た

と
思
う
の
で
す
。
つ
ま
り
か
つ
て
の

文
学
少
年
中
川
雅
志
君
が
再
び
新
潟

日
報
に
戻
っ
て
き
た
時
に
は
も
っ
と

も
脂
の
乘
っ
た
鮭
な
ら
ぬ
、
今
や
日

本
有
数
の
歴
史
小
説
家　

火
坂
雅
志

だ
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
戦
国
時
代

の
越
後
の
名
将
上
杉
謙
信
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
に
再
度
登
場
さ
せ
る
夢

を
抱
い
て
い
た
だ
け
に
、
彼
の
急
逝

は
誠
に
慚
愧
に
堪
え
な
い
の
で
あ
り

ま
す
。

　

あ
あ
、
何
故
に
天
は
夢
を
抱
く
有

能
な
人
物
を
こ
の
よ
う
に
早
く
召
さ

れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
こ
と
に
悔

し
い
限
り
で
す
。�

合
掌

平
成
27
年
４
月
20
日

「
谷
川
さ
ん
、詩
を
ひ
と
つ
作
っ
て
く
だ
さ
い
。」
に
よ
せ
て

　
　

声
の
ち
か
ら

　

小
沼　

進
一
（
83
回
）　　’75
卒

同　

窓　

監　

督　

の　

映　

画

　

杉
本
信
昭
の
11
年
ぶ
り
の
監
督
作

品
『
谷
川
さ
ん
、
詩
を
ひ
と
つ
作
っ

て
く
だ
さ
い
。』
が
昨
年
11
月
よ
り

全
国
各
地
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
詩

人
・
谷
川
俊
太
郎
と
そ
の
詩
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
で
あ
る
。

　
「
詩
は
人
々
の
日
常
と
向
き
合
え

る
の
か
」
と
い
う
詩
人
・
谷
川
の
言

葉
に
、
様
々
な
土
地
に
住
む
様
々
な

境
遇
の
人
々
と
の
対
話
を
通
し
て

迫
っ
て
い
く
。

　

１
９
７
３
年
、
杉
本
は
新
潟
高
校

ラ
グ
ビ
ー
部
主
将
に
な
っ
た
。当
時
、

新
潟
工
業
高
が
全
国
で
も
屈
指
の

チ
ー
ム
。“
打
倒
！
工
業
”
が
目
標

だ
っ
た
。
彼
は
対
話
し
た
。
部
員
た

ち
と
、
監
督
と
。
主
将
は
、
練
習
中

も
、
試
合
中
も
声
を
出
し
続
け
る
。

そ
の
声
が
チ
ー
ム
を
、試
合
を
作
る
。

11
月
、
県
内
チ
ー
ム
と
し
て
は
10
年

ぶ
り
に
工
業
に
勝
利
し
た
。
新
人
戦

で
は
あ
っ
た
が
、
翌
日
の
新
聞
記
事

に
な
っ
た
。

　

前
作
「
自
転
車
で
い
こ
う
」
で
は
、

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
杉
本
の
声
。
主

人
公
の
自
閉
症
の
青
年
・
プ
ー
ミ
ョ

ン
と
対
話
し
、
そ
し
て
観
客
に
語

り
か
け
る
。
そ
の
声
と
映
像
で
プ
ー

ミ
ョ
ン
と
そ
の
街
を
愛
す
べ
き
存

在
に
し
た
。

　

今
回
も
杉
本
の
声
が
映
画
を
作

る
。
彼
は
、
谷
川
俊
太
郎
と
、
福
島

の
女
子
高
生
と
、青
森
の
イ
タ
コ
と
、

大
阪
の
日
雇
労
働
者
と
、
千
葉
の
農

家
父
子
と
、
諫
早
湾
の
漁
師
夫
婦
と

対
話
す
る
。
そ
し
て
、
自
分
の
体
で

感
じ
と
っ
た
言
葉
を
追
求
し
対
話
を

続
け
る
。
そ
れ
が
谷
川
俊
太
郎
の
詩

と
共
鳴
し
、
つ
な
が
り
、
新
し
い
意

味
を
生
み
出
し
て
い
く
。　

　

私
た
ち
は
、詩
が
人
々
の
日
常
に
、

人
生
に
溶
け
込
ん
で
い
る
こ
と
を
映

像
の
中
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
れ
は
今
も
変
わ
ら
な
い
杉
本
の
声

の
ち
か
ら
だ
。
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＜平成 27 年度入試概況＞
　2015 年度の大学入試センター試験（以下、セ
ンター試験）の確定出願者数は前年度よりごくわ
ずかな減少となりました。全志願者に占める現役
生の割合（現役占有率）は 81.4％で、２年ぶり
に 80％を上回って過去最高の占有率となり、こ
の結果センター試験はさらに現役生中心の入試
なったといえます。また、既卒生は、大幅な減少
となりました。これは今年度入試から数学と理科
が新学習指導要領での出題になることを敬遠し、
昨年度のうちに合格した大学に入学した生徒が多
く、浪人生自体が少なかったことが要因です。国
公立大学の確定志願者数は前年から 9,874 人の
減少で 4 年連続減少し、志願倍率もダウンしまし
た。一方で主要私立大の志願者数は前年の確定志
願者数を上回りました。
　系統別志願状況では、理系はすべての系統で減
少したのに対し、文系では法、国際関係など増加
した系統もあり、近年継続していた「文低理高」
が沈静化したのが特徴といえます。文系が増加し
た要因は、ここ数年の反動に加えて、センター試
験平均点が文系ではアップしたことです。また、
首都圏を中心に景気回復が実感されることから、
受験生が文系の系統に戻ってきたことも要因と考
えられます。理系は、地歴・公民の選択率の高い
地理 B、倫理・政治経済の平均点ダウンに加えて、
得点調整が実施された理科②で特に現役生にとっ
て厳しい結果だったことにより目標点数を下回
り、出願に至らなかった受験生が多くなったこと
が要因です。
＜平成 27 年 3 月卒業生の進学状況＞
　「数学」と「理科」で既卒生への移行措置が実施
されたセンター試験では、旧課程科目の平均点が
軒並み新課程の平均点を上回り、現役の生徒には
逆風となりました。しかし、本校の多くの生徒は
その影響に左右されることなく、果敢に「入りた
い大学」への志を貫いて、受験に向かい、難関大
学（東大、京大、一橋大、東工大、国公立大医学

部医学科および旧帝大）の合格者は 55 名でした。
　東京大の現役合格者数は、文Ⅰ 2 名、文Ⅲ 2 名、
理Ⅱ 1 名、後期 2 名の計 7 名、( 過去 5 年間の推
移は 7 → 8 → 8 → 12 → 7 既卒は文Ⅰ 1，理Ⅰ 1，
理Ⅱ 2 の 4 名で、現浪計 11 名でした。
　他の主な旧帝大については、過去 3 年の推移を
見ると、京大 3 → 7 → 4、東北大 18 → 31 → 21、
北大 9 → 14 → 6 で、一昨年並みの合格者数とな
りました。
　一方で、国公立大医学科の現役合格者は、3 年
連続増加していましたが、今年度は 11 名の合格
にとどまりました。内訳は、新潟大をはじめ、東
北大、千葉大などに合格者を出しています。過去
5 年間の推移を見ると 19 → 19 → 24 → 26 → 11
で、私立大を含めても現役で 12 名の進学となり
近年にない厳しい結果となりました。これは、前
述のセンター試験の平均点ダウンによる影響も
少なくなく、全国の公立高校を見ても同様な傾
向が散見されました。医学科を目指し浪人した
既卒生を含めると合格者数は 31 名です。本校で
は、医学科志望者が多いことから、医師を目指
す生徒には、メディカルコースでの学習や講演
会、大学訪問等を通じて絶えず動機づけしつつ、
現役での合格者を増やせるよう今後とも取り組
んでいきます。
　進学率は例年並みの 60.0％となりました。安
易に妥協せず、一人ひとりの最難関を目指してい
ますが、本校生徒が目標とする大学の入試が依然
として厳しい競争であることを意味しています。
自分の可能性を信じて、捲土重来を期す生徒に対
しては、昨年同様「ますらお通信」を送って激励
していきます。
＜最後に＞
　「文武両道」の伝統を堅持しつつ、「入りたい（入
るべき）大学」に合格できる力をつけるべく、私
たち職員は今後とも生徒の学力向上に努めてまい
ります。同窓会の皆様方からのご支援をよろしく
お願いいたします。

　平成27年度入試結果　
進路指導主事　堀越　康裕（97回）　　　

主な国公立大学　合格者数
大学名 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

北 海 道 大 10 9 11 10 13 9 14 6
旭 川 医 科 0 0 0 0 0
東 北 大 28 24 29 22 30 18 31 21
秋 田 大 1 0 1 4 2 4 1
山 形 大 2 2 3 3 3 6 1 2
筑 波 大 4 7 8 6 5 2 15 4
埼 玉 大 1 1 1 1 0 0 1 2
千 葉 大 7 10 6 5 4 7 8 5
東 京 大 6 10 4 7 8 8 12 7
東京外語大 5 3 2 6 1 2 6 1
東京学芸大 8 6 8 4 2 5 4 2
東京工業大 3 2 4 1 1 3 0 1
東京農工大 3 1 2 1 2 1 2 1
お茶女子大 0 5 1 2 4 2 3 3
電気通信大 1 2 0 1 0
一 橋 大 2 3 5 5 3 2 3 2
横浜国立大 4 9 1 7 4 4 3 6
新 潟 大 84 65 50 52 59 53 53 55
長岡技科大 1 1
富 山 大 3 2 1 4 4 4 4 1
金 沢 大 9 7 4 8 10 4 8 2
信 州 大 1 3 4 0 2 4 1 1
静 岡 大 0 0
名 古 屋 大 0 1 1 1 0 1 2
京 都 大 4 3 6 7 2 3 7 4
大 阪 大 1 3 3 2 4 3 1 3
神 戸 大 1 2 1 0 0 0 1 1
九 州 大 1 0
首都大東京 4 3 4 7 5 0 2 2
横浜市立大 2 2 2 1 1 1 0
新潟県立大 7 6 5 8 7 7 7
静岡県立大 1 0 0 0 0
大阪府立大 0 1 1 0
大阪市立大 1 1
そ の 他 17 12 9 12 11 13 16 13
合 計 213 207 176 183 191 163 208 155

主な私立大学　合格者数
大学名 平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年 平成26年 平成27年

早 稲 田 大 34 40 28 30 34 25 28 18
慶 応 大 15 13 15 13 11 10 10 7
明 治 大 48 36 40 29 31 32 37 35
立 教 大 23 28 15 9 7 12 13 8
法 政 大 29 31 17 13 12 15 26 12
青山学院大 12 12 17 9 10 8 17 7
学 習 院 大 6 2 2 2 2 3 3 1
北 里 大 5 11 10 3 4 5 1 6
国 学 院 大 2 5 2 1 2 2 1 2
国際基督教大 5 3 2 1 2 1 0
駒 沢 大 3 3 1 2 9 2 7 3
自治医科大 1 0 0 1 1 1 0
上 智 大 5 8 6 4 5 9 6 12
成 蹊 大 2 5 1 2 4 6 0
成 城 大 4 0 1 2 2 2 1 1
専 修 大 3 10 4 2 2 4 2
玉 川 大 5 1 1 2
中 央 大 36 33 22 19 26 31 42 15
津 田 塾 大 3 10 5 5 0 6 13 4
東 海 大 4 3 1 3 3
東京農業大 12 4 4 2 8 3 6 10
東京理科大 27 20 28 11 15 14 17 13
東京薬科大 1 4 2 3
東京女子大 5 7 3 3 4 5 2 2
東 邦 大 2 1 1 1 3 1 1
日 本 大 15 19 8 9 12 12 12 4
日本女子大 2 4 2 7 4 2 4 4
明治学院大 8 4 3 2 2 2 2 5
文 教 大 7 1 4 1 4 0
神 奈 川 大 2 0 1 3 1
新潟薬科大 5 6 9 6 6 8 7 10
同 志 社 大 4 2 1 3 6 7 7 3
立 命 館 大 20 7 7 17 23 9 12 13
関西学院大 0 1 0 1 0 2 0
そ の 他 62 46 50 37 45 59 59 40
合 計 417 374 305 243 292 302 360 242

主な大学合格者数（現役合格者延べ数）

＊空白は未受験、０は合格者０（ゼロ）

母　校　は　今

’89卒
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「
準
備
」
が
い
か
に
大
切
か
を
痛

感
し
た
３
週
間
で
し
た
。

　

国
語
科
の
実
習
生
と
し
て
、
２
年

生
の
古
典
・
現
代
文
の
授
業
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に

授
業
を
し
て
み
る
と
、
教
材
研
究
の

段
階
で
は
見
え
な
か
っ
た
自
分
の
理

解
の
甘
さ
に
気
付
き
ま
し
た
。
教
材

を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
教
材
で
生

徒
に
考
え
さ
せ
る
授
業
を
行
う
た
め

に
は
、あ
ま
り
に
「
準
備
」
不
足
で
、

こ
れ
ま
で
「
準
備
」
だ
と
思
っ
て
い

た
こ
と
は
単
な
る
自
分
の
勉
強
に
過

ぎ
ず
、教
壇
に
立
つ
た
め
に
は
、も
っ

と
も
っ
と
教
材
研
究
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

教
育
実
習
生
の
立
場
で
先
生
方
の

授
業
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

高
校
生
の
と
き
に
は
分
ら
な
か
っ
た

発
見
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
山

場
の
作
り
方
、
板
書
、
生
徒
に
対
す

る
問
い
か
け
や
生
徒
の
意
見
の
活
か

し
方
な
ど
、
55
分
の
授
業
の
中
に
は

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
し
た
。
生
徒
も
積
極
的
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」、

他
者
の
意
見
を
聞
い
た
り
、
話
し

合
っ
た
り
し
て
「
考
え
」、
意
欲
的

に
学
ん
で
い
る
姿
を
見
て
、
私
も
こ

の
よ
う
な
授
業
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

指
導
教
官
の
山
田
睦
雄
先
生
を
は

「
準
備
」

教
育
実
習
生　

伊
藤　

光
甫
（
119
回
）
’11
卒

じ
め
国
語
科
の
先
生
方
に
は
、
丁
寧

に
か
つ
厳
し
く
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

し
た
。
授
業
で
の
失
敗
・
反
省
を
次

の
授
業
で
は
改
善
で
き
る
よ
う
に
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
が
む
し
ゃ
ら
に

な
っ
て
過
ご
し
た
３
週
間
で
し
た
。

ま
た
、
社
会
人
と
し
て
の
立
居
振
舞

い
も
よ
り
一
層
意
識
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
実
際
に
教
壇

に
立
つ
と
い
う
こ
と
を
経
験
さ
せ
て

　

振
り
返
る
と
、
３
週
間
の
教
育
実

習
を
通
し
て
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
頂
い
た
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
先

生
方
や
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
と
て
も

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
国
語
で
２
年
生
の
現
代
文
と

古
文
を
担
当
し
ま
し
た
。
授
業
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
の
難
し
さ
で
す
。
大
学
の
授

業
で
は
、
生
徒
が
考
え
を
共
有
し
た

り
、
教
え
あ
っ
た
り
す
る
よ
う
な
、

「
学
び
合
い
」
の
場
が
大
切
で
あ
る

と
教
わ
っ
て
い
た
の
で
、
私
は
生
徒

が
授
業
に
ど
ん
ど
ん
参
加
す
る
よ
う

な
授
業
に
し
た
い
と
考
え
て
授
業
を

組
み
立
て
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

実
際
に
授
業
で
、
あ
る
問
い
に
関
し

て
話
し
合
い
を
さ
せ
よ
う
と
す
る

多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
実
習

が
始
ま
る
時
に
挨
拶
に
行
く
タ
イ
ミ

ン
グ
や
、
授
業
を
見
学
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
後
の
作
法
な
ど
、
こ
れ
か
ら

社
会
に
出
る
人
間
と
し
て
必
要
な
礼

儀
作
法
を
、
と
て
も
細
や
か
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
場
で
ご

指
導
い
た
だ
い
た
こ
と
は
、
自
分
が

人
と
人
と
の
社
会
の
仲
で
生
き
て
い

私
が
教
育
実
習
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

教
育
実
習
生　

平
石　

陽
子
（
120
回
）
’12
卒

と
、
全
く
議
論
が
盛
り
上
が
ら
な
い

こ
と
が
あ
る
一
方
で
、
あ
っ
と
い
う

間
に
答
え
に
た
ど
り
着
い
て
し
ま
う

と
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
生

徒
た
ち
が
興
味
を
持
っ
て
生
き
生
き

と
議
論
を
す
る
よ
う
に
手
助
け
を
す

る
の
は
そ
う
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い

と
痛
感
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
生
徒

が
出
し
て
く
れ
た
答
え
を
ど
う
評
価

す
る
か
、
と
い
う
点
も
た
い
へ
ん
苦

労
し
ま
し
た
。
生
徒
の
回
答
を
活
か

し
つ
つ
、
誤
っ
て
い
る
部
分
を
指
摘

し
た
り
、
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
を
入
れ

て
あ
げ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、

黒
板
の
前
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
難
し
い
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、

身
を
持
っ
て
感
じ
ま
し
た
。

　

教
科
指
導
以
外
で
も
学
ぶ
こ
と
は

く
上
で
最
も
重
要
な
も
の
で
あ
り
、

私
の
中
で
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
お
言
葉
を

下
さ
っ
た
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
こ
の
場
で

学
ば
せ
て
頂
い
た
こ
と
を
活
か
し

て
、
立
派
な
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
分
ら
な
か
っ
た

こ
と
で
す
。
教
育
実
習
を
通
し
て
得

た
も
の
を
必
ず
次
へ
活
か
さ
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
と
思
い
ま
す
。「
準

備
」に「
準
備
」を
重
ね
、も
っ
と
も
っ

と
勉
強
を
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。

　

新
潟
高
校
で
教
育
実
習
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
改
め
て
先
生
方
の
偉
大

さ
、
生
徒
の
直
向
き
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご

指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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＜平成２７年度新潟高等学校県総体等結果報告＞
１　陸上競技	 男子：走幅跳	 １位　稲川　尚汰（北信越大会出場）
	 　　　三段跳	 １位　稲川　尚汰（北信越大会出場）
	 　　　八種競技	 １位　石井　雄大（北信越大会出場）
	 　　　110 ｍＨ	 ３位　安立　悠紀（北信越大会出場）
	 　　　４×100 ｍＲ	 ７位　淺香・金子・古俣・稲川
	 　　　女子：3000 ｍ	５位　榎　　千遥（北信越大会出場）
	 　　　女子円盤投	 ５位　鍋谷有花梨（北信越大会出場）
	 　　　砲丸投　	 ８位　鍋谷有花梨

２　水泳	 男子：100 ｍ自由形	 ７位　目黒　佑樹
	 　　　400 ｍリレー	 ６位　目黒　佑樹・遠藤　　丈・齋藤　　樹・丸山　伸吾
	 女子：50 ｍ自由形	 ５位　伊藤ひかり　　400 ｍ個人メドレー　８位　野口ななみ

３　バレーボール	 男子：１回戦　新潟２（20－25、25－21、25－20）１村上
	 　　　２回戦　新潟２（25－10、25－11）０国際情報
　　　　　　　　　　　３回戦　新潟０（９－25、12－25）２長岡工業　ベスト 16
	 女子：１回戦　新潟０（６－25、8－25）２五泉

４　バスケットボール	 男子：１回戦　新潟 121－49 村松　　２回戦　新潟 98－33 塩沢商工　　３回戦　新潟 79－129 開志国際
	 女子：１回戦　新潟 92－62 見附　  　２回戦　新潟 50－82 開志国際
			 
５　ソフトテニス	 男子：個人戦　２回戦進出　島垣　碧伊・長谷川海斗　組　　
	 　　　団体戦　１回戦　新潟３－０見附　　２回戦　新潟０－３柏崎翔洋中等
	 女子：個人戦　３回戦進出　髙野さやか・城田　和泉　組
	 　　　　　　　２回戦進出　佐藤　日那・坂上　真樹　組、佐藤　史奈・高橋　郁衣　組
	 　　　団体戦　１回戦　新潟２－１帝京長岡　　２回戦　新潟１－２高田商　

６　卓球	 男子：ダブルス　　２回戦進出　山田　詩音・窪田　倖生　組、滕　　　曦・石川　潤一　組
	 　　　シングルス　３回戦進出　滕　　　曦　　２回戦進出　山田　詩音
	 女子：ダブルス　　３回戦進出　西野　夏純・田村明日香　組、本間　美雪・本間　史織　組
			 
７　バドミントン	 男子：団体戦　１回戦　新潟３－０正徳館　　２回戦　新潟３－０加茂農林　　３回戦　新潟３－０国際情報
　　　　　　　　　　　　　　　４回戦　新潟０－３北越　ベスト 16
	 女子：団体戦　１回戦　新潟１－３羽茂

８　サッカー	 １回戦　新潟５－０糸魚川　　２回戦　新潟０－３長岡向陵　ベスト 32

９　ラグビー	 １回戦　新潟 48－10 高田　　２回戦　新潟 10－85 新発田

10　柔道	 男子：団体戦　予選リーグ　新潟２－３上越総合技術　　新潟０－５北越　予選敗退
	 　　　個人戦　  81kg 級　２回戦進出　和泉　貴大
	 　　　　　　　  66kg 級　ベスト８　　柄澤　佑企（北信越大会出場）
	 　　　　　　　100kg 級　ベスト８　　相田　陽介（北信越大会出場）

11　剣道	 男子：団体戦　３位（北信越大会出場）
	 女子：団体戦　予選リーグ敗退　　個人戦　ベスト８　浅香里枝子（北信越大会出場）

12　山岳	 男子：12 位
	 女子：  ６位

13　テニス	 男子：団体戦　１回戦　　新潟３－０糸魚川白嶺　　　２回戦　新潟０－３長岡
	 女子：団体戦　２回戦　　新潟２－１東京学館新潟　　３回戦　新潟２－１新潟東
　　　　　　　　　　　　　　　準々決勝　新潟０－２長岡大手　ベスト８
	 　　　個人戦　シングルス　ベスト８　小野　朋花

14　フェンシング	 男子：学校対抗戦　　２位
	 　　　個人フルーレ　６位　渡邉　奏平
	 　　　個人エペ　　　３位　渡邉　奏平　　４位　小林　慶祐　　５位　臼杵　拳人　　６位　中野　剣也
	 　　　個人サーブル　３位　田中　大祐
	 女子：学校対抗戦　　１位（インターハイ・北信越大会出場）
	 　　　個人フルーレ　３位　坂井　　鮎（北信越大会出場）　　５位　松野　瑛里　　６位　佐藤　玲奈
	 　　　個人エペ　　　１位　安藤　真理（インターハイ出場）
	 　　　個人サーブル　３位　佐藤　玲奈

15　弓道	 男子：団体戦　７位　　個人戦　５位　早見　　晃　　準決勝敗退　澁谷　夢人
	 女子：団体戦予選敗退（９位）　　個人戦 準決勝敗退　中川　千里、　　稲場　秋名 

16　ボート	 男子：シングルスカル　５位　神田　佳亮　　６位　田畑　佑樹
	 　　　ダブルスカル　　１位　池田　駿平・鎌田　理喜（インターハイ・北信越大会出場）
		  　５位　山田　　海・堀川　竜靖
	 女子：ダブルスカル　　３位　石垣　静香・佐々木美穂　
	 　　　舵手付きクォドルプル　３位　�角田ゆき乃・岡田もも子・堂坂　美仁・須貝　優貴・花野愛里咲（北信越総体

出場）
			 
17　空手	 男子：団体組手　２回戦進出　　団体形　１回戦敗退
	 女子：団体組手　１回戦敗退　　団体形　１回戦敗退　　個人形　　２回戦進出　春川　美友

18　野球	 第 132 回北信越高等学校野球新潟県大会　　２回戦敗退　新潟０－７新潟商業（７回コールド）

19　写真	 奨励賞　野崎　未紗　石川　愛望　　　入選　花野愛里咲　髙橋あまね

20　囲碁	 男子：団体戦（松村　朋直　　眞島　大武　　長谷川博也）　２位　
	 　　　個人戦　Ｂブロック　３位　眞島　大武　　　　　　　　　 Ｃブロック　１位　長谷川博也
	 女子：個人戦　Ａブロック　４位　曽川マリー（全国大会出場）　　Ｆブロック　１位　佐藤あすか

21　将棋	 男子：個人戦　３位　古川　祐也
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全日制
51回Ｓ19年

青　木　博　夫

52回Ｓ20年
佐　藤　隆　三

渡　邊　千　春

53回Ｓ20年
近　　　泰　男

白　井　　　勇

55回Ｓ22年
伊　藤　健二郎

川　崎　貞　夫

56回Ｓ23年
網　干　道　雄

荒　川　昭　寿

金　子　昌次郎

高　橋　主　治

田　中　陽　一

58回Ｓ25年
行　田　　　宏

59回Ｓ26年
奥　村　繁　樹

川　上　昭八郎

60回Ｓ27年
阿　部　和　彦

尾　嶋　　　静

星　野　政　一

牧　野　　　毅

矢　川　和　偉

61回Ｓ28年
金　子　　　章

小　池　　　弘

小　嶋　哲　夫

小　島　政　孝

中　村　正　春

62回Ｓ29年
大　高　康　夫

白　井　民　司

永　井　　　梓

丹　羽　　　仁

広　野　耕　一

藤　野　正　義

茂　木　敏　子

山　川　廣　之

渡　辺　千　里

和　田　斐　夫

63回Ｓ30年
内　田　　　宏

関　　　守　二

萩　野　一　英

馬　場　政　説

牧　　　　　壮

眞　山　　　俊

64回Ｓ31年
大　倉　孝　男

風　間　治　雄

北　村　市　郎

清　野　　　坦

斉　藤　邦　男

田　才　邦　彦

中　村　輝　久

中　山　輝　也

早　川　周　作

若　槻　晃　一

65回Ｓ32年
岩　野　一　郎

清　水　　　薫

田　辺　建　一

富　永　　　聡

堀　川　芳　男

本　間　英　男

66回Ｓ33年
稲　月　喜　一

今　井　泰　博

風　間　聰　一

金　沢　幸　夫

関　本　敏　雄

福　山　忠　利

三　井　昌　子

吉　田　紀　明

67回Ｓ34年
小　沢　秀　雄

小　野　勝　義

原　　　敏　明

68回Ｓ35年
青　木　　　彰

五十嵐　一　衛

大　原　綾　子

河　西　　　厚

上　村　昌　司

今　野　公　和

後　藤　林　八

滝　沢　　　猛

渡　 　千　艦

69回Ｓ36年
飯　島　信　輔

小　林　　　勲

西　野　良　夫

廣　瀬　淳　之

福　島　貞　夫

70回Ｓ37年
笠　原　　　洵

鈴　木　正　俊

関　根　俊　明

高　尾　英　明

弦　巻　　　

戸　田　礼　子

中　村　重　樹

能　田　直　子

伏　見　省　三

宮　原　　　卓

横　田　圭一郎

71回Ｓ38年
内　山　博　勝

坂　井　征一郎

鈴　木　孝　一

高　橋　紘　生

中　島　紀　博

二　宮　武　彦

三　村　兼　哉

柳　　　喜重郎

渡　辺　赫　子

72回Ｓ39年
青　海　道　寛

赤　川　洋太郎

石　田　　　庄

上　沼　歓　子

奥　山　　　守

神　林　賢　治

小　林　正　昭

斎　藤　古　志

祖父江　邦　子

高　橋　祐　介

早　川　武　美

堀　川　　　武

73回Ｓ40年
足　立　幹　夫

篠　川　　　和

佐　野　重　雄

関　谷　清　和

長谷川　　　理

丸　山　澄　夫

74回Ｓ41年
木　村　喜　

笹　川　雅　之

佐　藤　成　昭

広　野　光　子

村　山　　　績

75回Ｓ42年
勝　又　宣　夫

勝　見　敏　雄

小　山　　　隆

後　藤　輝　雄

野　村　修　一

藤　井　建　一

藤　田　　　普

松　井　幸　博

吉　川　恵　次

76回Ｓ43年
荒　川　秀　夫

大　山　哲　司

木　津　正　新

佐　藤　俊　雄

田　代　雅　春

田　代　良　子

77回Ｓ44年
天　尾　雅　実

石　黒　富士夫

井　上　博　夫

川　島　　　了

田　中　裕　介

田　辺　謙　二

長　井　健　司

西　　　和　男

西　山　　　茂

78回Ｓ45年
岡　崎　美津子

金　子　　　裕

木　杢　恭　一

桑　原　正　順

小　林　信　夫

鈴　木　裕　二

宮　田　　　博

山　口　　　英

79回Ｓ46年
枝　並　和　男

岡　崎　英　夫

勝　山　　　照

倉　田　由　美

小　池　康　義

小　泉　仲　之

佐　藤　　　隆

鈴　木　正　昭

富　井　和　子

冨　山　浩　司

三　保　恵美子

山　岸　一　成

山　田　実和子

横　川　憲　司

米　原　洋　一

渡　辺　英　吉

80回Ｓ47年
梅　津　博　之

及　川　純　子

上　村　　　諭

菊　池　のぞみ

杵　淵　　　信

小　出　　　馨

国　領　保　則

小　林　好　樹

斉　藤　一　恵

羽　田　一　郎

藤　原　幸　和

本　間　 　知

宮　原　　　務

81回Ｓ48年
五十嵐　　　修

五十嵐　和　幸

今　村　紀　子

小　見　　　清

後　藤　真　理

坂　井　秀　弥

高　木　　　努

玉　木　勝　一

寺　山　正　志

幅　野　　　淳

前　川　　　徹

丸　山　友　裕

宮　澤　政　裕

横　山　　　淳

渡　辺　重　博

82回Ｓ49年
荒　川　育　子

斎　藤　朋　子

白　倉　真　澄

尻　江　重　徳

渡　辺　光　定

83回Ｓ50年
相　田　八　郎

安　宅　賢　秀

五十嵐　謙　一

唐　沢　俊　郎

島　田　　　茂

鈴　木　時　男

中　野　和　男

平　松　健　二

本　間　俊　一

84回Ｓ51年
五十嵐　英　一

石　井　史　郎

白　倉　雅　晴

鈴　木　紀　夫

星　野　紹　英

85回Ｓ52年
雨　木　若　慶

今　井　豊　重

川　口　 以子

近　藤　真　一

成　田　一　衛

藤　田　郁　代

藤　田　信　也

86回Ｓ53年
阿　保　聖　子

板　井　悌　二

小　林　正　明

中　山　　　均

山　内　豊　明

87回Ｓ54年
大　森　克　利

神　田　一　浩

長谷部　　　淳

宮　田　佳　則

山　崎　浩　吉

88回Ｓ55年
池　田　寛　雄

長　田　　　裕

岸　　　亮　子

小　池　真　理

89回Ｓ56年
倉　田　裕　一

佐　野　義　孝

継　田　雅　美

90回Ｓ57年
佐　藤　美由紀

信　太　典　子

白　須　洋　二

91回Ｓ58年
西　倉　　　健

渡　部　美　紀

92回Ｓ59年
笹　崎　　　幹

田　下　祐　子

丸　山　まさみ

93回Ｓ60年
石　山　友　英

川　嶋　大　介

齋　藤　義　之

鈴　木　利　枝

94回Ｓ61年
佐　藤　　　元

本　多　　　孝

95回Ｓ62年
河　原　　　俊

佐　藤　　　玄

佐　藤　三貴子

坂　内　佳　子

96回Ｓ63年
林　　　正　子

本　間　英　之

97回Ｈ1年
高　橋　綾　子

三　浦　一　人

渡　部　公　正

99回H3年
水　澤　　　泉

101回H5年
臼　田　敦　子

打　越　輝　昌

小　林　史　佳

白　石　寛　幸

102回Ｈ6年
佐　藤　邦　栄

103回Ｈ7年
鈴　木　康　士

104回Ｈ8年
鈴　木　貴　裕

105回Ｈ9年
成　澤　　　良

107回Ｈ11年
関　　　裕　子

108回Ｈ12年
本　間　拓　也

110回Ｈ14年
富　田　基　史

111回Ｈ15年
村　川　陽太郎

112回Ｈ16年
川　崎　貴　嗣

中　川　　　亮

116回Ｈ20年
服　部　宏　紀

119回Ｈ23年
小　松　美　国

120回Ｈ24年
水戸部　慶　彦

渡　邉　公　則

122回Ｈ26年
早　福　美　佳

通信制
3回Ｓ36年

川　端　欽　吾

7回Ｓ40年
高　橋　茂　子

8回Ｓ41年
金　田　靜　江

9回Ｓ42年
木　村　美　枝

10回Ｓ43年
立　石　香　代

11回Ｓ44年
野　上　久美子

12回Ｓ45年
川　崎　隆　子

庭　山　　　実

吉　野　久美子

13回Ｓ46年
中　山　雅　之

目　崎　町　子

16回Ｓ49年
梅　田　和　恵

20回Ｓ53年
西　沢　　　均

24回Ｓ57年
髙　松　昭　夫

26回Ｓ59年
南　雲　トミイ

31回Ｈ1年
田　巻　ナホ子

宮　崎　圭　央

33回Ｈ3年
渡　辺　作　司

34回Ｈ4年
今　井　純　子

森　岡　一　雄

38回Ｈ8年
渡　辺　ともこ

39回Ｈ9年
国　井　正　則

40回Ｈ10年
丸　山　信　夫

平成 26年度（Ｈ 26. ４. １～Ｈ 27. ３.31）　青山同窓会会費納入者

　10 月より３月末まで納入いただいた方を掲載しております。４月より９月末まで納入された方は前号に掲載済みです。
　会費を納入していただきますと「青山同窓会報」を毎号お届けいたします。申し訳ありませんが、納入のない方には「会
報」をお送りすることができなくなってしまいます。
　全日制と通信制を併わせ、振替口座を統一しましたのでご注意願います。
　１口　1,000 円。できるだけ２口以上でお願いいたします。

振込先：郵便振替口座
全日制・通信制　００６５０－７－４４５５　青山同窓会
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催
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表
紙
題
字
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小
川　

和
恵
（
101
回
）

イ
ラ
ス
ト
…
池
主　

憲
夫
（
68
回
）


